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显巧をのために 


ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されてい 
ます。しかし、電気製品はすべて、間違った使 
いかたをすると、乂災や感電などにより人身事 
故になることびあり危険です。事故を防ぐため 
に次のことを必ずお守りください。 



ままのためのを意事頃を守る 


3〜5ページの注意事項をよくお読みください。 
製品全般のを意事項び記載されています。 

6ページの「使用上のご注意」もあわせてお読 
み < ださい。 


定期的に点検する 


設置時や1年に1度は、電源コードに傷みびな 
いか、コンセントと電源プラグの間にほこりび 
たまっていないか、プラグびしっかり差し込ま 
れているか、などを点検してください。 


が障した S 巧わない 


動作びおかし<なったり、キャビネットや電源 
コードなどび破損しているのに気づいたら、す 
ぐにお買い上げ店またはソニーサービス窓□に 
修理をご依頼ください。 


万一、異常が起をた S 




〇 

e 

〇 


電源を切る 

電源プラグをコン 
セントか5巧く 
お買い上げ店また 

け、ゾ —ー サート"ス 

窓□に修理を依頼 
ずる 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、 
次のような表示をしていま 
す。表示の内容をよく理解 
してから本文をお読みくだ 
さい。 

危哟 

この表示のミ主意事項を守ら 
ないと、火災•感電-破裂 
などにより死 t や大けびな 
どの人身事故び生じます。 


A 警告 

この表示のを意事項を守ら 
ないと、乂災-感電などに 
より死 t や大けびなど人身 
事故の原因となります。 

注点1 

この表示のを意事項を守ら 
ないと、感電やその他の事 
故によりけびをしたり周辺 
の家財に損害を与えたりす 
ることびあります。 


ミ主意を促ず記号 

A\ 

火災 感電 


行為を禁止する記号 

0 ® 

禁止 分解禁止 

接触禁止 めれ手禁止 

行為を指示する記号 

© C 

指 7 F つラグをコン 

セントカ N ら巧< 
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A 警告！ A A 

- 义災 感電 


下記の注意事項を守5ないと乂災 • 
感電により死 t や大けがの原因とな 
りまず。 


電源コードを傷つけない 

電源コードを傷つけると、火災や感電の原因となりま 
す。 

• 設置時に、製品と壁や棚との間にはさみ込んだりし 
ない。 

•電源コードを加工したり、傷つけたりしない。 
•重いをのをのせたり、引っ張ったりしない。 

• 熱器具に近づけない。加熱し 
ない。 

• 移動させるとさは、電源プラ 
グを抜く。 

. 電源コードを抜くとさは、必 
ずプラグを持って抜く。 

-►万一、電源コードび傷んだら、お買い上げ店また 
はソニーサービス窓□に交換をご依頼ください。 



湿気やほこり、油煙、湯気のをい場 
所や、直射日光のあたる場所には置 
かない 


上記のよラな場所に置 < と、 
火災や感電の原因となること 
びあります。特に風呂場など 
では絶対に使用しないでくだ 
さし、。 



キャビネットを開けたり、分解や改 
造をしない 

火災や感電、けびの原因とな 
ることびあります。 

-► 内部の点検や修理はお買 
い上げ店またはソニー 
サービス 窓□にご依頼く 
ださい。 



雷び鳴りだした5、本体や電源プラ 
グに触れない 


感電の原因となります。 



本機を日本国外で使わない 


交流 100 V の電源でお使い 
<ださい。海外など、異な 
る電源電圧の地域で使用す 
ると、火災-感電の原因と 
なります。 



内部に水や異物が入5ないようにず 
る 


水や異物び入ると火災や感電の原因となります。本機 
の上に花瓶などの水の入ったをのを置かないで<ださ 
し、。また、本機を水滴のかかる場所に置かないでくだ 
さい。 

"►万一、水や異物び入ったとさ 
は、すぐに本体の電源ボタン 
を切り、電源プラグをコンセ 
ントから抜さ、お買い上げ店 禁止 
または ソニーサービス 窓□に 
ご相談ください。 



ガス管にアース線やアンテナ線をつ 
なびない 


义災や爆発の原因となり 
ます。 
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A 注意 


下記の注意事項を守 5 ないとけわ X を 
したり周辺の家財に損害を与えたり 
ずることびありまず。 


めれた手で電源プラグにさわ5ない コード類は正しく配置ずる 


感電の原因となることび 
あります。 


めれ手禁止 



風通しの悪い所に置いたり、通風孔 
をふさいだりしない 

布をかけたり、毛足の長いじゅ 

うたんや布団の上または壁や家 f \) お^ 

具に密接して置いて、通風孔を 

ふさぐなど、自然放熱の妨げに 

なるよラなことはしないで < だ 

さい。過熱して义災や感電の原 

因となることびあります。 


大音量で長時間つづけて聞かない 


耳を刺激するよラな大さな音量で長時間つづけて聞く 
と、聴力に悪い影響を与えることびあります。 

-► 呼びかけられたら気びつく 
くらいの音量で聞さましよ 


ラ。 
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安定した場所に置く 

ぐらついた台の上や傾いたところ 
などに置くと、製品び落ちてけび 
の原因となることびあります。ま 
た、置さ場所、取り付け場所の強 
度を充分に確認してください。 



電源コードや AV ケーブルは足にひっかけると機器の 
落下や転倒などにより、けびの原因となることびあり 
ます。充分に注意して接続、配置してください。 



移動させるとき、長期間使わないと 
きは、電源プラグを抜く 

長期間使用しないとさは安全のため電源プラグをコン 
セントから抜いてください。絶縁劣化、漏電などによ 
り义災の原因となることびあります。 

C 

つラグをコン 
セントからなく 



お手入れの際、電源プラグを抜く 

電源プラグを差し込んだままお手入れをすると、感電 
の原因となることびあります。 



電源プラグは抜き差ししやすいコン 
セントに接続する 

異常び起さた場合にプラグをコンセントから抜いて、 
完全に電源び切れるよラに、電源プラグは容易に手の 
届くコンセントにつないでください。通常、本体の電 
源ボタンを切っただけでは、完全に電源から切り離せ 
ません。 


〇 

指示 
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電池についてのまを上の 
ご注意 


液漏れ-破裂-発熱による大け 
が^や失明を避けるため、下記の注意 
事項を必ずお守りください。 


A 危険 


A 警告 


電池の液が漏れたときは 


素手で液をさわ5ない 

電池の液び目に 
入ったり、身体や 
衣服につくと、失 
明やけび、皮膚の 
炎症の原因となる 
ことびあります。 

液の化学変化により、時間びたってから症状び現れる 
ことをあります。 


必ず次の処理をずる 

—►液び目に入ったとさ 
は、目をこすらず、す 
ぐに水道水などのされ 
いな水で充分洗い、た 
だちに医師の治療を受 
けて < ださい。 

-► 液び身体や衣服についたときは、すぐにきれいな 
水で充分洗い流して<ださい。皮膚の炎症やけび 
の症状びあるとさは、医師に相談してください。 


電池は乳幼児の手の届かない所に置< 

-►電池は飲み込むと、窒息や 
胃などへの障書の原因とな 
ることびあります。 

"►万一、飲み込んだとさは、 

ただちに医師に相談してく 
ださい。 


電池を乂の中に入れない、加熱•分 
解•改造-巧電しない、水でめ5さ 
ない 

破裂したり、液び漏れた 
0して、けびややけどの 
原因となることびありま 
す。 


指定 1 U 外の電池を使わない、新しい 
電池と使用した電池または種類の違 
う電池を混ぜて使わない 

電池の性能の違いにより、 

破裂したり、液び漏れた 
0して、けびややけどの 
原因となることびありま 
す。 





0 > 


禁止 




+と一の向きを正しく入れる 

+と一を逆に入れると、 

ショートして電池び発熱や 
破裂をしたり、液び漏れた 
りして、けびややけどの原 
因となることびあります。 

-► 機器の表示に合わせて、 

正しく入れてください。 



使い切ったときや、長時間使用しな 
いときは、電池を取り出ず 

電池を入れたままにし 
ておくと、過放電によ 
り液び漏れ、けびやや 
けどの原因となること 
びあります。 
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使用上のごま意 

設置場所について 

次のよラな場所には置かないでください。 

• ぐらついた台の上や不安定な所。 

• じゅラたんや布団の上。 

• 湿気の多い所、風通しの悪い所。 

• ほこりの多い所。 

• 直射日光び当たる所、温度び高い所。 

• 極端に寒い所。 

• チューナーやテレビ、ビデオデッキから近い所。 
(チューナーやテレビ、ビデオデッキといっしょ 
に使用するとさ、近くに置くと、雑音び入った 
り、映像び乱れたりすることびあります。特に室 
内アンテナのとさに起こりやすいので屋外アンテ 
ナの使用をおすすめします。） 

• 電子レンジや大さなスピーカーなど、強力な磁気 
を発するをのの近く。 

設置時のごま意 

本機の上に重いをのを置かないでください。 

音量を調整するときは 

ディスクはレコードと比べ、非甫に雑音び少なく 
なっています。レコードをかけるときのように音声 
の入っていない部分の雑音を聞さなびら音量を調整 
すると、思わめ大さな音び出て、スピーカーを破損 
するおそれびあ0ます。 

演奏を始める前には、音量を必ずルさくしておさま 
しょつ© 

ステレオを聞<とさのエチケット 

ステレオで音楽をお楽しみになる 
とさは、隣近所に迷惑びかからな 
いよラな音量でお聞さください。 

特に、夜はルさめな音でを周囲に 
はよく通るちのです。 

窓を閉めたり、ヘッドホンをご使 
用になるなどお互いにむを配り、 

快い生活環境を守りましょラ。こ 
のマークは音のエチケットのシン 
ボルマークです。 

本機のお手入れのしかた 

キャビネットやパネル面のミちれは、中性洗剤を少し 
含ませた柔らかい布で拭いて<ださい。研磨用パッ 
ドや研磨剤、シンナーやベンジン、 アルコール など 
は表面を傷めますので使わないで<ださい。 


テレビ画面に色む5び起きた！5 

本機のスピーカーによりテレビ画面に色むらび起さ 
た場合は、テレビの電源を切り、1己〜30分後に再 
びスイッチを入れてください。それでを色むらび残 
るときは、スピーカーをさらにテレビから離してく 
ださい。 



この取扱説明書のほ 
いかお 

• この取扱説明書では、 U モコンのボタンを 
使った操作説明を主体にしています。 

IJ モコンと同じなまえの本体のボタンも同 
じように使えます。 

ホームシアター システム 
HT - SF 360 の構成 

• レシーバ ーSTR-KS360 
• スピーカーシステムリ 

-フ□ントスピーカー SS-MSP36F 
ーセンタースピーカー SS-CNP36 
-ヴラウンドスピーカー SS-SRP36F 
ーサブウーファー SS-WP36 
1) 付属するスピーカーのみをお使いくださ 
い。 


商標について 

本機はドルビー * デジタルデコーダーおよびドル 
ビープ□□ジック川）アダプティブマト U ックス 
サラウンドデコーダー、 MPEG -2 AAC ( LC ) デ 
コーダー、 DTS ** デコーダーを搭載しています。 

* ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づさ製 
造されています。 

Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic 、" AAC " □コ'及 
びダブル D 記号はドルビーラボラト U —ズの商標 
です。 

** 米国ノ くテントナンパー: 5,451,942;日夕56,674; 
己，974,380; 5,978,762; 6,487,53日の実施権、 
及び米国、世界各国で取得済み、または出願中の 
その他の特許に基づさ製造されています。 DTS お 
よび DTS Digital Surround は DTS , Inc . の登録 
商標です。 DTS □ゴ及び記号は DTS ， Inc の商標 
です。 ◎1996-2008 DTS , Inc . 無断複写-転載 
を禁じます。 

本機は、 High-Definition Multimedia Interface 
(HDMI™) 技術を搭載しています。 

HDMI、HDMI □ユ及び High-Definition 
Multimedia Interface は 、 HDMI Licensing LLC 
の商標または、登録商標です。 

" x . v . Color " および " x . v . Color " □コ'は、ソニー 
株式会社の商標です。 


BRAVIA " は ソニー 株式会社の商標です。 
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さ部の名即と働を 


本化前面 



名称 

働を 

田|/の 

(電源オン/ 
スタンバイ） 

本機の電源を入/切します 
(25、34、35ぺージ)。 

图 アクティブス 本機の電源び切れており、 

タンバイ HDMI 制御機能びオン（入） 
(ACTIVE のとさオレンジ色に点なしま 
STANDBY) す。 

ランプ ごま意 

アクティブスタンバイ 
(ACTIVE STANDBY) ラン 
プび点滅しているとさは、64 
ページをご覧ください。 

图表71^窓 

選んだ機器の状態や、選択で 
さる項目などを表示します 
(11 ページ)。 

囲白色ランプ 

本機の電源び入っており、表 
示窓の設定で DSPL をオンに 
しているとさ （56 ページ）に 
点なします。 

本機の電源び切れていると 
さ、または表窓の設定で 
DSPL をオフにしているとさ 
に消なします。 

固リモコン 
受光部 

U モコンからの信号を受信し 
よ 9 〇 

固 MASTER 
VOLUME 

つまみ 

すべてのスピーカーの音量を 
同時に調節します（33、34、 
35ぺージ)。 

回 INPUT 
SELECTOR 

再生する入カソースを選びま 
す（33、34、45、46ペー 
ジ)。 
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表示窓に点打ずる頂目と働を 




名称 

働を 

田 LFE 

入力信号に LFE (重低音効果） 

のチヤンネルびを在していると 
さや、実際に LFE 信号の音び再 
生されているときに 「 LFE 」 の 
文字び点なします。 

图 SLEEP 

ス U —プタイマーび働いている 
とさに点なします （57 ページ)。 

图 再生チヤン 

現在本機び出力しているチヤン 

ネル表示 

ネルを表 7 J \ します。 

文字（し C、R など）はソース 
音源を、文字の周りの枠は、 
ソース音源び、スピーカーセッ 
ティングに基づくダウンミック 
ス処理で、どのチヤンネルから 
出力されているのかを示します。 

L 

フ□ント左 

R 

フ□ントち 

C 

センター（モノラル） 

SL 

サラウンド左 

SR 

サラウンドち 

S 

サラウンド（モノラル/プロロ 
ジック処理されたサラウンド成分） 

例： 

記録形式（フ□ント/サラウン 
ド）： 3/2.1 

サウンドフィールド： A . F . D . 
AUTO 

の因の 
[ W \ 圃國 

团 □□□ 

ドルビーデジタルサラウンド信 
号をデコ ー ドしているとさに点 
なします。 

ごま意 

• ドルビーデジタルフオーマット 
のディスクを再生するとさは、 
デジタル接続していることを確 
認してください。 


固 图 


1st MONOI 


名称 

働を 

固 HDMI 

再生する機器び本機の HDMI 端 
テに接続されているとさに点な 
しますに2ページ)。 

固 プリセット 
番号表示 

登録したラジオの放送局を間い 
ているとさに点なします。放送 
局の登録について詳しくは、46 
ページをご覧ください。 

因 チューナー 
表示 

ラジオを聞いているとさなどに 
点なします （45 ページ)。 

图 AAC 

MPEG -2 AAC 信号び入力され 
たとさに点なします。 

图 COAX 

デジタル信号び COAX IN 端テ 
から入力されているとさに点な 
します。 

画 OPT 

デジタル信号び OPT IN 端テか 
ら入力されているとさに点なし 
ます。 

回 nuPU 
□□PL II 

2チャンネ j レ信号をプ□□ジッ 
ク処理し、センターやサラウン 
ドチャンネルの信号を出力して 
いるとさに 「[ XlPU び点なし 
よ g 〇 

プ□□ジック II のムービー/ 
ミュージックモード処理を行つ 
ているとさに 「[XiPL II 」び点 
なします。 

画 DTS 

DTS 信号をデコードしていると 
さに点なします。 


ご注意 

• DTS フオーマットのディスクを 
再生するとさは、デジタル接続 
していることを確認してくださ 
い。 


圆 SW 音声信号び SU 巨 WOOFER 端テ 


から出力されているとさに点な 
します。 
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本臟面 


田 


000000 


FRONT L SURR SURL 


图图径 



園 



BtvI 



© 〇 

COAX IN OPT IN 

VIDEO 2 SAT 

图 

©(§) 



5V™700niA MAX | 

■TTTTTT^^BDIN DVD IN SATIN OUT Jl 


田スピーカー出力部_ 

^ スピーカーをつなざます （19 ペー 

〇 ジ)。 


图 DMPORT 

y DMPORT 

[g Dl 师ず 

DIGITAL MEDIA 
PORT (デジタルメ 
ディアポート）アダ 
プターをつなざます 
(21 ページ)。 

图 自動音場補正機能部 

AUTO CAL 
〇 M に端テ 

自動音場補正機能に 
使用する付属の測定 
用マイクを接続しま 
す C 26 ページ)。 

囲 音声入力部 

^ AUDIO IN 

0) 白（左）端テ 

續)ホ(も） 

スーパー オーディオ 
CD プレーヤーや 

CD プレーヤーなど 
をつなざますに1 
ぺージ)。 


固デジタル入出力部 



OPT IN (光）衛星放送チューナー 
デジタル音声などをつなざます。 
入力端テ 



COAX IN DVD プレーヤーな 
(同軸）デジどをつなざます。 
タル音声入力 
端テ 


HDMI 入出力 DVD プレーヤー、 

端テ 衛星放送チュー 

ナー、ブルーレイ 
ディスクプレーヤー 
などをつなぎ、映像 
をテレビやプ□ジエ 
クターなどに出力し 
ますに4ページ)。 
音声をテレビやプロ 
ジェクターまたは本 
機に接続したスピー 
カーから出力しま 
す。 


面アンテナ入力部 



FM 750同軸付属の FM ワイヤー 
アンテナ端テアンテナをつなざま 
す C 25 ページ)。 


npri AM アンテナ付属の AM ループア 
端テ ンテナをつなざます 

^ に5ページ)。 
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u モコン 


付属の IJ モコン （ RM - AAU 068) を使って、 
本機の操作びでさます。また、 U モコンに登 
録したソニー製機器を操作でさます （59 
ぺージ)。 

RM - AAU 068 



共通する操作 


リモコンの 

ボタン 

機能 

回電源 

(電源オン/ス 
タンバィ） 

本機の電源を入/切しま 
す。 

图電源ボタンと TV 電源 
/ AV 電源ボタン（田） 

を同時に押すと、本機と 
他のソニー機器の電源を 
同時に切ります（システ 
ムスタンバイ）。 

スタンバイ時の省電力 
設定 

「CONTROL FOR 

HDMU で 「CTRL ON 」 

に設定し、 「 P . SAVE 」 で 
「SAVE ON 」 に設定しま 
す （54 ページ)。 

回入力切り換え用 
ボタン 

使用する機器を選びます。 
工場出荷時は、ソニー製 
機器の操作びでさるよう 
に設定されています。 
設定を変更するには、「お 
使いの機器を IJ モコンに 
登録する」 （59 ページ） 

をご覧ください。 

团 サウンドフィー 
ル ド 

サウンドフィールドを選 
びます。 

回アンプメニュー 

メニューを表示窓に表示 
させるとさに押します 
(37 ページ)。 

圆 消音 

消音機能を有効にします。 

をラー度消音ボタンを押 
すと、音声び出力されま 
す。 

圃 音量 +*/- 

音量を調節します。 

回任） 

夺 /*/*/■► 

矢印ボタンを押して項目 
を選びます。続いて©を 
押して、選択をミ夫定しま 
す。 
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衛星放送チューナーを操作するには 


ボタン 

機能 

圓確定 

選択を確定します。 

圆 メニユ ー/ 
ホーム 

メニューを表示します。 

圆チャンネル 
プ U セット 

+/- 

チャンネ j レを切り換えます。 

選局 +/— 

放送局を選局します。 

回© 

♦/*/*/* 

矢印ボタンを押して項目を選 
びます。続いて©を押して、 
選択をミ夫定します。 

画 画面表示 

テレビ画面に衛星放送チュー 
ナーの情報を表示します。 

画 クリア 

文字入力を間違えたとさに、 
取り消すことびでさます。 

DMPORT (デジタルメディアポート） 

を操作するには 

ボタン 

機能 

圆 1◄◄/ ►w 

前または次のトラックを再生 
します。 


早戻しまたは早送りをしま 
す。 

谓生） 
/ II 卜時 
停止、ちラ 
一度押ずと 
通常再生に 
戻る）/ ■ 
(停止） 

再生を開始/一時停止/停止 
します。 


つないだ機器を操作するには 


1 入力切換用ボタン回 （ TV 、 

BD 、 DVD 、 SAT ) を押して操 
作したい機器を選ぶ。 

選んだ入カボタンに登録された機器び 
操作でさるようになります。 

2 次の表を参照して、操作ずる。 


共通する操作 


ボタン 

機能 

丘 ] TV 電源 

AV 電源 

(電源オン/スタン 
バイ） 

本機の IJ モコンで操作 
びでさるソニー製のテ 
レビまたはオーディ 
才、ビデオの電源を入 
/切します （59 ペー 
ジ)。 

電源ボタン（回）と 
田 TV 電源/ AV 電源ボ 
タンを同時に押すと、 

本機と他の機器の電源 
を同時に切ります（シ 
ステムスタンバイ）。 

图 確定 

選択を確定します。 

國 数字ボタン 
(5*) 

チヤンネルやトラック 
を数字で選びます。 

回© 

夺 /*/*/■► 

矢印ボタンを押して項 
目を選びます。続いて 
任)を押して、選択を 
ミ夫定します。 

テレビを操作ずるには 

黄色の印刷や黄色の点びついたボタンは、圆 
TV (黄色）を押したまま、それぞれのボタン 
を押して操作してください。 

ボタン 

機能 

国 CS 

110度 CS デジタル放 
送に切り換えます（ボ 
タンを押すたびに 
CS 1/ CS 2 に切り替 
わ0ます)。 

BS 

目 S デジタル放送に切 
り換えます。 

固 シアター 

シアターボタンに対応 
したソニー製テレビに 
つないでいる場合、映 
画に適した設定を自動 
的に行ないます。 

また、本機とテレビを 
HDM 胺続して、 

H DM I 機器制御機能を 
オン（入）の場合、自 
動的に本機の音声出力 
に切り換えます。 

固 番組表 

地上デジタル放送でま 
組表を表示します。 
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ボタン 

機能 

圆 ツール/オプシヨ 
ン 

さまざまな視聴オプ 
シ ヨンの 設定や ソース 
や再生画面に応じた調 
整をします。 

回 消音 

消音します。 

回 音量 +*/- 

音量を調節します。 

图 メニユー/ホーム 

基本の操作を一覧表示 
します。 

回 チャンネル +/— 

チヤンネルを切り換え 
ます。 

画 戻る 

ひとつ前の表示画面に 
戻ります。 

H 任） 

矢印ボタンを押して項 
目を選びます。続いて 
©を押して、選択を 
ミ夫定します。 

画 画面表示 

テレビ画面上に情報を 
表71^しま9—。 

國 数字ボタン 
(5*) 

チヤンネルを選びま 
す。確定（圓）を押 
すとすぐに切り換わり 
ます。12似上のチヤ 
ンネル番号を入力する 
とさは、2巧、3巧目 
をすばや <押します。 

國 地上デジタル 

地上デジタル放送に切 
り換えます。 

地上アナ□グ 

地上アナ□グ放送に切 
り換えます。 

國 TV 入力切換 

入力を切り換えます。 


ブルー レイデイスクレ コーダー / DVD レ 
コーダーを 操作するには 


ボタン 

機能 

团 HDD 

HDD を選びます。 

DEC 

ディスク（ブルーレイ 
ディスク / DVD ) を 
選びます。 

圆 メニュー/ホーム 

基本の操作び一覽表示 
されます。 

圆 

チャプターをスキップ 
します。 

フラッシュ ^ • 

現在、または録画した 
番組を見ている間に 
ジャンプで前に戻りま 
す。 

フラッシュ • ^ 

録画したま組を見てい 
るときにジャンプで先 
に送ります。 

►w 次に再生可能なチャプ 

ターにジャンプしま 
す。 

ィィ/ ►► 再生中のディスクの早 

戻し/早送りをしま 
す。 


〔>* (再生） /H 再生を開始/一時停止 

( 一時停止、もう一 /停止します。 

度押ずと通常再生 
に戻る）/■(停 


止) 


ra 這） 


矢印ボタンを押して項 
目を選びます。続いて 
©を押して、選択を 
ミ夫定します。 


國 BD / DVD メニュー トップメニュー/デイ 
BD / DVD トップメ スクメニューを表示し 


ます。 


次のページへつづ< 
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ブルーレイディスクプレーヤー / DVD プ 


レーヤーを操作ずるには 


ボタン 

機能 

圆 メニュー/ホーム 

基本の操作び一覧表示 
されます。 

圆 

チャプターをスキップ 
します。 

フラッシュ^ • 

ジャンプで前に戻りま 
す。 

フラッシュ 

ジャンプで先に送りま 
す。 

ィィ/ ►► 再生中のディスクの早 

戻し/早送りをしま 
す。 

谓生 ）/II 
( 一時停止、ちう一 
度押ずと通常再生 
に戻る）/■(停 
止） 

再生を開始/一時停止 
/停止します。 

ra 任） 

♦/*/*/* 

矢印ボタンを押して項 
目を選びます。続いて 
径)を押して、選択を 
ホ定します。 

國 BD/DVD メニュ ー 
BD/DVD トップメ 

ニユー 

トップメニュー/ディ 
スクメニューを表示し 
ます。 

HDD/DVD コンボを操作するには 

ボタン 

機能 

团 HDD 

HDD を選びます。 

D に C 

DVD を選びます。 

圆 メニュー/ホーム 

基本の操作び一覧表示 
されます。 

圆 

チャプターをスキップ 
しよす 0 

フラッシュ ^ • 

ジャンプで前に戻りま 
す。 

フラッシュ 

ジャンプで先に送りま 
す。 

再生中のディスクの早 
戻し/早送りをしま 
す。 

1>* 谓生）/ ■■ 

( 一時停止、ちラー 
度押ずと通常再生 
に戻る）/■(停 
止） 

再生を開始/一時停止 
/停止します。 


ボタン 

機能 

回 任） 

夺 /*/*/* 

矢印ボタンを押して項 
目を選びます。続いて 
©を押して、選択を 
ホ定します。 

國 BD/DVD メニュ ー 
BD/DVD トップメ 

ニユー 

トップメニュー/ディ 
スクメニューを表示し 
ます。 

衛星放送 （ CS デジタル） チューナーを 操 
作ずるには 

ボタン 

機能 

固 番組表 

番組表を表示します。 

圆 メニュー/ホーム 

基本の操作び一覧表示 
されます。 

回 這） 

夺 /*/*/* 

矢印ボタンを押して設 
定を選びます。続いて 
©を押して、選択を 
ホ定します。 


* 数字ボタンの5および音量+、には、凸点 
(突起）び付いています。操作の目印として、お 
使いください。 

ごを意 

• 機器によっては、上記の操作びでさなかったり、 
説明されている通りに動かない場合びあります。 

• 上記の説明は基本的な操作の一例です。つないで 
いる機器によっては操作でさないか、または表と 
は異なった動作をする場合びあります。 
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接続と準備 


準備！ ：スピーカー 
を設置する 

本機では最大 5.1 チャンネルのスピーカーシ 
ステムを構成でさます。映画館のよラなマル 
チチャンネル音声を充分にお楽しみいただく 
には、5本のスピーカー（フ□ントスピー 
力一: 2本、センタースピーカー ： 1本、ヴ 
ラウンドスピーカー： 2本）とサブ ウー 
ファーび必要です （5.1 チャンネル)。 

凸フ□ントス ピーカー （左） 

回 フ□ントスピーカー（ち） 

因センタースピーカー 
囚ヴラウンド スピーカー （左） 

旦ヴラウンド スピーカー （ち） 

H ヴブウーファー 



スピーカーを平 S な巧に設置ずる 


スピーカーを設置する前に、センタースピー 
カーとサブウーファーび振動で動かないよう 
に、底面の四隅に付属のスピーカーパッドを 
貼って < ださい。 

サブウーファー 


スピーカーをスタンドに取り付け 
る 


スピーカーを付属のスタンドに取り付けて、 
設置することびでさます。 

詳しくは、付属の「スピーカースタンド設置 
ガイド」をご覧ください。 



ちょっと 一言 

サブウーファーには指向性びありませんので、お好 
みの場所に設置でをます。 
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スピーカーを壁に取り付ける 


スピーカーを壁に取り付けることびでさま 


す。 


1 スピーカー背面の穴に台うネ 
ジ（別売）を用意ずる。 

下の図を参照してください。 


サラウンド スピーカー 



\\\\\\\\\\\\\\お 


去 _ A 


mm 


25 mm し:^上 


3スピーカー背面の穴をネジに 
かける。 


センタースピーカー 



スピーカー 背面の穴 


2壁にネジをとめる。 

ネジび壁から5 mm から7 mm 突さ出 
すよラにとめて < ださい。 

センタースピーカー 





スピーカー 背面の穴 


ごま意 

• 壁の材質や強度に合わせたネジを使って<ださ 
し、。壁の材質によっては破損する恐れびありま 
す。ネジは柱部分にしっかりと固定してくださ 
し、。スピーカーは補強された壁に水平に取り付け 
て < ださい。 

• 販売店や工事店に依頼して、安全性に充分考慮し 
て確実な取り付けを行ってください。 

• 取り付けの不備、取り付け強度不足、誤使用、天 
災などによる事故、損傷につさましては、当社は 
一切責任を負いません。 

• スピーカーを壁に取り付ける場合、付属のスタン 
ドを取り付ける必要はありません。 
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準備 2 : スピーカー 
を接続する 

コードを接続する前に、電源コードを壁 
のコンセントから抜いてください。 


スピーカーコードについてのごま意 

スピーカーコードのコネクターは、つなぐス 
ピーカー端テのカラーラベルと同じ色になつ 
ています。スピーカーコードをつなぐとさ 
は、必ずスピーカーコードのコネクターを、 
コネクターと同じ色のスピーカー端テにつな 
いで < ださい。 




©スピーカーコード（付属) 


凸フ□ントス ピーカー （左） 
回 フ□ントス ピーカー （ち） 
因センター スピーカー 
囚ヴ ラウンド スピーカー （左) 
旦ヴ ラウンド スピーカー （ち) 
H ヴブ ウーファー 


コネクター 

スピーカー 端子 

ホ 

FRONT R 

(フ□ントスピーカーち） 

白 

FRONT L 

(フ□ントスピーカー左） 

灰 

SUR R 

(サラウンドスピーカーち） 

青 

SUR L 

(サラウンドスピーカー左） 

緑 

CENTER 

(センタースピーカー） 

紫 

SUBWOOFER 
(サブウーファー） 


スピーカーについてのごま意 


正しぐ スピーカーをつなぐた めに、 スピー 
カー背面または底面のスピーカーラベルの文 
字* で、スピーカーの 種類を確認してくださ 


し、 

スピーカー ラ 
ベルの文字 

スピーカーの 種類 

L 

フ□ントスピーカー左 

R 

フ□ントスピーカーち 

SL 

サラウンドスピーカー左 

SR 

サラウンドスピーカーち 


* センタースピーカーおよびヴブウーファーには、 
スピーカーラベルの文字びありません。 








































































































準備 3 :テレビを接 
続する 

HDMI OUT 端テとテレビを接続すると、選 
択した入力映像を楽しめます。すべてのケー 
ブルを接続する必要はありません。音声コー 
ドと映像コードを接続する機器に合わせて接 
続してください。 

電源コードをコンセントから抜いてから、 
ケーブルやコードを接続してください。 


•光 （ OPT に AL ) デジタル接続コードを折り曲げ 
たり、結んだりしないでください。 

ちょっと一言 

. 本機のスピーカーからテレビの音声を出力するに 
は、 

一本機の光 TV 入力端テとテレビの音声出力端子 
をつないで <ださい。 

ーテレビの音声を切るか、消音してください。 

• 本機の D に ITAL 音声入力端子はすべて、 32 kHz 、 
44.1 kHz 、48 kHz 、96 kHz のヴンプ U ング周波 
数に対応しています。 



©音声コード（別売） 

©光デジタルコード（別売） 

© HDMI ケーブル（別売） 

ソニー製 HDMI ケーブルのご使用をおすすめし 
ます。 


ごま意 

• 本機の電源び入っているとさに、再生機器の映像 
と音声は本機を通して テレビに 出力されます。本 
機の電源び入っていないとさは、映像と音声信号 
はテレビに送られません。 

•光 （ OPT に AL ) デジタル接続〕ードをつなぐと 
きは、カチッと音びするまでまっすぐにプラグを 
差し込んでください。 
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オーデイオ機器を接続する 


スーノ くーオーディオ CD プレーヤー / CD プ 
レーヤーとデジタルメディアポートアダプ 
ターなどの接続例です。 

デジタルメディア ポー トアダプターの映像出 
力とテレビの映像入力をつないで、映像をテ 
レビで見ることもできます。 


スーパーオーディオ CD プ 





〇音声コード（別売） 

© 映像コード（別売） 

* デジタル メディアポートアダプターに よっては、 
映像出力びでさないをのびあります。詳しくは、 
デジタル メディアポートアダプターに 付属の取扱 
説明書をご覧ください。 


次のぺージへつづく 


準備 4 : 才ーデイオ 
/映像機器を接続す 
る 

お持ちの機器の接続のしかたを確 
認ずる 

本機とお持ちの機器との接続のしかたを説明 
します。はじめに下記の「接続機器一覽」 

で、それぞれの機器の説明ページをご確認く 
ださい。 

すべての接続び終わったあと、「準備已：ア 
ンテナをつなぐ」に5ページ）へ進んでくだ 
さい。 

接続機器一覧 


接続機器 

説明ページ 

テレビ 

20ページ 

オーディオ機器 
• スーパーオーディオ CD プ 
レーヤー / CD プレーヤー 
• デジタルメディアポートア 
ダプター 

21ぺージ 

HDMI 端テのある機器 

22ページ 

映像機器 

• 衛星放送チューナー/ケー 
ブルテレビ 

• DVD プレーヤー / DVD レ 

コ_夕_ 

• ビデオデッキ 

24ページ 
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デジタルメディアポートアダプ 
ターに関する注意 

• 本機の電源び入っているときに、デジタル 
メディア ポー トアダプターをつないだり、 
抜いたりしないでください。 

. コネクターはしっかりとまっすぐに差し込 
んで < ださい。 

• デジタルメディアポートアダプターのコネ 
クターは壊れやすいため、本機を設置また 
は移動するとさは、取り扱いに充分を意し 
て < ださい。 

• デジタルメディアポートアダプターをつな 
ぐとさは、▼マークの向さを合わせてくだ 
さい。 

デジタルメディア ポー トアダプターを 
DMPORT 端テから取りはずすときは両側 
を押しなびら引さ抜いてください。 



HDMI 端子のある機器を接続ずる 

HDMI とは High-Definition Multimedia 
Interface の略で、映像信号と音声信号をデ 
ジタルで伝送するインターフェースです。 
HDMI ケーブルを使って、他の機器とつなぐ 
ことをおすすめします。 

HDMI を使ラと、簡単に高音質と高画質び楽 
しめます。 

本機のスピーカーでテレビのマルチチャ 
ンネルサラウンド音芦を楽しむときは 

テレビの音声出力と本機の音声入力を光デジ 
タルコードで接続してください。 

HDMI 機器制御機能（ブラビア IJ ンク）に巧 
応しているソニー製品を HDMI ケーブル（別 
売）でつなぐと、操作を簡単に行えます （48 
ぺージ)。 

HDMI の特長 

• HDMI で転送されたデジタル音声信号を、 
本機につないだ スピーカーから 出力できま 
す。ドルビーデジタル、 DTS、U ニア 
PCM、AAC の各フオーマットに対応して 
います。 

• 本機は xvYCC 伝送に対応しています。 

• HDMI 接続をしたときに便利な HDMI 機器 
制御については、「ブラビア U ンク機能と 
は？」 （48 ページ）をご覽ください。 


22 








© HDMI ケーブル（別売） 

ソニー製 HDMI ケーブルのご使用をおすすめし 
ます。 

©光デジタルコード（別売） 2) 

©音声コード（別売） 2) 


HDMI 接続のご注意 

• HDMI IN 端テに入力された音声信号はス 
ピーカー出力 、 HDMI OUT 端テから出力 
されます。他の音声端テからは出力されま 
せん。 

• HDMI IN 端テに入力された映像信号は、 
HDMI OUT 端テからのみ出力されます。 

• スーパーオーデイオ CD のマルチ/ステレオ 
エ IJ アの音声は出力されません。 

• HDMI 端テからの音声信号（サンプ IJ ング 
周波数、ビット長など）は、つないだ機器 
により制限されることびあります 。 HDMI 
ケーブルでつないだ機器の映像びされいに 
映らなかったり、音びでないとさは、つな 
いだ機器側の設定をご確認ください。 

• 再生機器から出力される音声のヴンプ U ン 
グ周波数やチャンネ j レ数び切り換わったと 
さに、音声び途切れる場合びあります。 

• 接続機器び著作権保護技術 ( HDCP ) に対 
応していないために、本機の HDMI 出力の 
映像や音声び乱れたり再生でさない場合び 
あります。このよラな場合は、接続機器の 
仕様をご確認ください。 

• マルチチャンネル IJ ニア PCM は HDMI 接 
続をしているとさのみ出力されます。 

• マルチチャンネル IJ ニア PCM 映像を出力 
するとさに、再生機器で解像度に関する設 
定び必要なことびあります。詳しくは接続 
した機器の取扱説明書をご覽ください。 

. 本機につないだ機器の HDMI の設定につい 
て詳し<は、各機器の取扱説明書をご覧< 
ださい。 

• HDMI - DVI 変換ケーブルで DVI - D 機器をつ 
ないだ場合、音声や映像び出力されないこ 
とびあります。 


n 本機の U モコンで DVD プレーヤーを操作するた 
めに、 DVD ボタンの設定を変更してください。 
詳しくは、「お使いの機器をリモコンに登録する」 
(59 ページ）をご覽ください。 

の包または©のうち少なくとも一方の音声コード 
を接続してください。 


次のぺージへつづ< 
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映像機器を接続ずる 


DVD プレーヤーや DVD レコーダー、ビデオ 
などの接続例です。 

すべてのケーブルを接続する必要はありませ 
ん。音声コードと映像コードを接続する機器 
に合わせて接続してください。 


DVD プレが -/ 

で 

f 声信^ 

DIGITAL 

COAXIAL 

ft 





衛星放送チュー 
ナー、ケーブルテ 
レビ 


声信^ 

mm 

DIGITAL 
OPT に AL 

m 






ごを意 

• マルチチヤンネルのデジタル音声を出力するため 
に、 DVD プレーヤー側でデジタル音声出力の設 
定をする必要びあります。詳しくは、 DVD プ 
レーヤーの取扱説明書をご覧ください。 

•光 （ OPT に AL ) デジタル接続コードをつなぐと 
きは、カチッと音びするまでまっすぐにプラグを 
差し込んでください。 

•光 （ OPT に AL ) デジタル接続コードを折り曲げ 
たり、結んだりしないでください。 

• テレビに映像び表示されるよラに DVD プレー 
ヤー、 DVD レコーダーやビデオの映像出力をテ 
レビと接続してください。接続に関して詳しく 
は、接続する機器の取扱説明書をご覽ください。 

• 本機を介して、 DVD レコーダーやビデオデッキ 
の録画をすることはでさません。詳しくは、 

DVD レコーダーやビデオデッキの取扱説明書を 
ご覧ください。 

ちょっと一言 

. 本機のスピーカーからテレビの音声を出力するに 
は、 

一本機の光 TV 入力端テとテレビの音声出力端子 
をつないで <ださい。 

ーテレビの音声を切るか、消音してください。 

• 本機の D に ITAL 音声入力端子はすべて、 32 kHz 、 
44.1 kHz 、48 kHz 、96 kHz のサンプリング周波 
数に対応しています。 


©音声コード（別売） 

©同軸デジタルコード（別売) 
©光デジタルコード（別売） 
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準備 5 :アンテナを 
ごなぐ 

ラジオを聞くために、付属の AM ループアン 
テナおよび FM ワイヤーアンテナをつなざま 
す。 

アンテナを接続するとさは電源コードをコン 
セントから抜いてください。 



ごま意 

• 雑音の原因になるため、 AM ループアンテナは本 
機や他の AV 機器の近くに置かないでください。 

• FM ワイヤーアンテナは束ねたまま使わないでく 
ださい。 

• FM ワイヤーアンテナをつないだ後は、でさるだ 
け水平に置いてください。 


誤!溫リモ 


電源コ■ドをつなぐ_ 

電源コードのプラグを壁のコンセントにつな 
ざます。 


電源コード 


へ 


d 


_ _ 

■f 


00000 

FRONT R FRONT L SURR SURL CENTER 

X 

"― c 

a—^ 




壁のコンセントへ 


本機を初めてお使いになるときは 
(本機を初期設定が態にする）^ 

本機を初めてお使いになるとさは、必ず下 
の手順で本機を初期設定状態にして<ださ 
い。また、本機をお使いになった後、設定し 
た内容などをお買い上げ時の状態に戻したい 
とさち、 l ^ TF の手順を行ってください。 
本体のボタンを使って操作してください。 

1,2 

I 

| |。〇 〇 


11/(!)语源）を押して、本機の 
電源を入れる。 

2 1/(!)语源）を約 5 秒間押し続 
ける。 

「 CLEARED 」 び表示窓に表示されま 
す。変更や調節した設定びすべて工場 
出荷時の状態に戻ります。 
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リモコンに電池を入れる_ 

©と©の向さを合わせて、 IJ モコンに、単3 
乾電池（付属）2個を入れます。 


準備7:自動でス 
ピーカーを設定する 



ごま意 

• 高温、多湿の場所を避けて保管してください。 

• 新しい乾電池と使用途中の乾電池を湿ぜて使わな 
いで < ださい。 

• マンガン乾電池と、種類の違ラ乾電池を混ぜて使 
ねないで < ださい。 

• リモコンを使うときは、リモコン受光部に直射曰 
光や照明器具などの強い光び当たらないよラにご 
注意ください。リモコンで操作でさないことびあ 
ります。 

• 長い間リモコンを使わないとさは、液漏れや腐食 
を防ぐため、乾電池を取り出してください。 

• 電池交換時に、 U モコンにプ□グラムした内容び 
消える場合びあります。その場合は、再登録して 
ください （59 ページ)。 

• U モコンで本機を操作でさなくなったら、新しい 
乾電池に交換してください。 


(自動音場補正機能） 

D . C . A . C . (Digital Cinema Auto 
Calibration (自動音場補正)）機能によっ 
て、自動的に l ^ TF の項目を測定します。 

• 各スピーカーと本機の接続 
• スピーカーのレべ J レ 
• スピーカーの距離 
• 周波数特性* 

* サンプリング周波数び 96 kHz より高い信号を受 
信しているとさは、測定結果は反映されません。 

D . C . A . C . 機能によって、自動的に最適な音 
声バランスを設定します。 

なお、手動でお好みのスピーカーのレベルと 
バランスを設定することもでさます。詳しく 
は、「準備8 :スピーカーのレベルを調節す 
る」 （31 ぺージ）をご覧ください。 
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測定の準備をずる_ 

スピーカーを設置、接続してから、測定して 
ください（17、19ページ)。 

測定の前に、下についてごを意ください。 

• AUTO CAL M に端テは付属の測定用マイ 
ク専用です。他のマイクはつなびないでく 
ださい。本機やマイクの故障の原因になり 
ます。 

• 測定中は大さな測定音び出ます。音量は調 
整でさません。お子様や隣近所への配慮を 
お願いします。 

• 測定音1；(外の音び入らないよラに、静かな 
環境で測定してください。 

• スピーカーとマイクの間に障害物びあると 
正し<測定でさません。測定開始前に測定 
エ IJ ア（機器の設置エ U ア）の外側に出て 
<ださい。 

ごま意 

• 消音機能を設定していてを、測定び始まると自動 
的に解除されます。 


測定方法の例 



1 測定用のマイク（付属）を本 
機後面の AUTO CAL IVNC 端 
子につなぐ。 

2 マイクを設置する。 

マイクは実際に視聴する位置に設置し 
ます。ちと同じ高さになるように、台 
や兰脚を使って固定してください。 

ちょっと一言 

• スピーカーをマイクの方へ向けると、さらに正確 
な測定をすることびでさます。 
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測定ずる 


測定び始まると、1^(下の項目び表示されま 


す。 


〇 


© 


TV 電源 

A 施 


©也> © © 

SAT TV SA-CD/CD TUNER 

巧 ffll 

'式助 


]ジニ：!-- HDD DISC 

a a CD 

アナ□ブ-化上-デジタル BS CS 

•の•の•の CD 

•を組表 

•の•の'の口 

サウンドフイ-ルド 

•の*の*の CD 

_ _ _アンプメニユ - 

* QD * の*風 «- 

/〇 /クリア /臓 

•ツール/, 

オプション’ミ肖音 

地 ®- 



. 電源 


•入力切り換 
え用ボタン 


-消音 


■ 曰ち +/ — 


1 アンプメニューを押ず。 

2 */* を繰り返し押して 
fA.CALJ を選ぶ。 


測定項目 

表示 

スピーカーの有無 

TONE 

スピーカーの増幅率、距離、 

T.S.P. 

周波数特性 


サブウーファーの増幅率、距 

WOOFER 

離 



ごま意 

•「 CHKM に」び表示されたとき、測定はできま 
せん。測定用マイクをつなぎ、再度行なってくだ 
さい。 


ちょっと一言 

• 測定を始めるとさは、 

一測定の妨げにならないよラ、スピーカーや IJ 
スニングポジションから離れてください。測 
定中はテスト信号びスピーカーから出力され 
ます。 

一正確な測定をするため、周囲の騒音び少ない 
状態で測定してください。 

• 測定中にじ(下の操作をすると、測定び中止されま 
す。 

一電源または消音を押す。 

一 U モコンの入力切り換え用ボタンまたは本体 
の INPUT SELECTOR を押す。 

ーボリュームを変更する。 


3 © または "► を押して決定する。 

「START」 び表示窓に表示されます。 


4 任 ) を押して測定を開始する。 

5秒後に測定び始まります。 

測定の妨げにならないようカウントダ 
ウン中に、測定場所から離れてくださ 
い。 

測定時間は約30秒です。 
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次のページへつづく 
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1 測定結果を確認ずる。 

測定び終わると終了音び鳴り、測定結 
果び表示されます。 


測定結果 

表示 説明 

正常に測定び 
終了したとき 

SAVE 手順2へ進ん 

で < ださい。 

正常に測定で 
さなかったと 
さ 

ERROR 「エラーび出 
XXXX たときは」 

C29 ページ） 

をご覧くださ 
い。 


*/* を繰り返し押して項目を 
選び、©を押す。 

項目 

説明 

SAVE 

測定した設定を保をし、 
終了します。 

WRN CHK 

測定結果の注意事項を表 
示します。 rrwRN 

CHK」 を選んだときは」 
に9ページ）をご覧くだ 
さい。 

D に T 

スピーカーの距離の測定 
結果を表示します。 

LEVEL 

スピーカーのレベルの測 
定結果を表 TJX します。 

EXIT 

測定した設定を保をしな 
いで終了します。 


ごを意 

「 SAVE 」 表示状態で50秒経過すると、保を 
操作をしな<てち、測定結果び自動的に保を 
されます。 

3 測定結果を保をずる。 

手順2で 「SAVE」 を選びます。 

測定結果び保をされます。 


エラーび 出たとさは 

エラー原因の対策をして、再測定してくださ 
い。 


エラーの 種類 

原因と巧策 

ERROR 32 

• 測定用マイクの入カレべ 
ルび過大です。 

• 測定用マイクまたは本機 
の故障び考えられます。 
お買い上げ店またはソニー 
サービス窓□、お客様相談 
センターにお問い合わせく 
ださい。 

ERROR F 33 

フ□ントスピーカーび接続 
されていません。フ□ント 
スピーカーび正し<つなび 
れているか確認してくださ 
い。 

ERROR SR 33 

左かちどちらかのサラウン 
ドスピーカーび接続されて 
いません。サラウンドス 
ピーカーび正しくつなびれ 
ているか確認してくださ 
い。 

ERROR SW 33 

サブウーファーび接続され 
ていません。サブウー 
ファーび正しくつなびれて 
いるか確認してください。 

rWRN CHK 」 を選んだときは 

測定結果にを意事項びあった場合、詳しい情 
報を表します。 

©または♦を押して、「測定結果 
を確認/保存する」の手順 2 に戻 
る。 


測定結果を確認/保巧する 

























WARNING の 
種類 

説明 

WARN 40 

測定は完了しましたび、騒 
音のレベルび高いです。再 
測定を行ラと測定でさる場 
合をありますび、すべての 
環境で測定びでさるとは限 
りません。でさるだけ、周 
囲の騒音び少ない状態で測 
定してください。 

WARN 41 

測定用マイクからの入力び 

WARN 42 

過大です。スピーカーと測 
定用マイクの距離び近すざ 
ることび考えられます。マ 
イクとスピーカーの距離を 
離してから再測定してくだ 
さい。 

WARN 43 

サブウーファーの距離•位 
置び測定でさませんでし 
た。ノイズび原因となって 
いる場合びあります。周囲 
び静かな状態で再測定して 
ください。 

NO WARN 

注意事項の情報はありませ 
ん。 


測定結果を消去する_ 

保をした測定結果を消去することびでさま 


1 アンプメニューボタンを押ず。 

2 ♦/* を繰り返し押して、表示 
窓で fA . CALJ を選び、©ま 
たは"►を押す。 

3 */* を繰り返し押して 
「 A . CALCLR 」 を選び、©ま 
たは"►を押ず。 

4 */* を押して 「 YES 」 を選び、 
©を押ず。 

保をした測定結果び消去されます。 

スピーカーの距離とスピーカーのレべ 
ルは、初期値に戻ります。 


FDISTJ または 「 LEVEL 」 を選んだと 
さは 

スピーカーの 距離または スピーカーの レベル 
を確認でさます。 

測定が終わった5 

測定用のマイクを抜いてください。 

ご注意 

• スピーカーの設置位置を変更したとさは、測定を 
やり直してください。 
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IT . TONE 」 が表示されるま 
で◄"を押ず。 

♦/* を繰り返し押して、調節 
したい項目を選び、©または 
"►を押ず。 

レベル調節している間は、調節してい 


るスピーカーからテストI-ーンび聞こ 

えます。 

• FLLVL: 左フ□ントスピーカーのレ 
ベルを調節します。 

• CNT LVL :センター スピーカーの レ 
ベルを調節します。 

• FR LVL :ちフ□ントス ピーカーの レ 
ベルを調節します。 

• SR LVL :ちサラウンドス ピーカーの 
レベルを調節します。 

• SLLVL :左サラウンド スピーカーの 
レベルを調節します。 

• SW LVL :サブウーファーのレベル 
を調節します。 

ご注意 

•「SP SETUP 」 で 「 CNTN 」 を選んでいる 
とさは、 「 CNTLVL 」 び表示されません。 

•「SP SETUP 」 でに UR N 」 を選んでいる 
ときは、 「 SRLVL 」 と rSL LVLJ び表示 
されません。 

夺 /* を繰り返し押して、レべ 
ルを調節し、©または"►を押 
ず。 

-6.0 d 目〜+6.日 d 目の範囲で 0.5 d 目 

単位で調節でさます。 

ごを意 

• 一定時間レベル調節をしないと、次のス 
ピーカーから 順番に テストトーンび 聞こえ 
ます。 


次のぺージへつづく 


準備8: スピーカー 
のレベルを調節する 

(TEST TONE) 

ij スニングポジションに座り、テスト!-ーン 
の出力を聞さなびらスピーカーのレベルを調 
節でさます。 



1 アンプメニューボタンを押す。 

rSET HDMIJ び表示窓に表示されま 
す。 

2 */* を繰り返し押して、 
「 LEVEL 」 を選び、©または 
"►を押ず。 

3 */* を繰り返し押して、 IT . 
TONE 」 を選び、©または* 
を押す。 

4 */* を繰り返し押して、 IT . 
TONEY 」 を選び、©を押す。 

各 スピーカーから 1^(下の順番でテスト 
トーン（ヴーッという音）び出力され 
ます。 

フ□ント（左） 一 ►センター ー ►フ□ント 
(ち）ーサラウンド（ち）ーサラウン 
ド（左）一►サブウーファー 
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8 手順 6 と 7 を繰り返し、各ス 
ピーカーのレべ J レを調節ずる。 

9 すべての スピーカーの 調節び 
終わった5、 */* で [ T . 
TONE ] を選び、©または"►を 
押す。 

10 */* を繰り返し押して、 IT . 
TONE N 」 を選び、©を押 
ず。 


11 アンプメニューボタンを押ず。 

アンプメニューを終了します。 

スピーカーか！5テスト I -ーンび聞こえな 
いとさは 

• スピーカーコードびさちんと接続されてい 
ないことび考えられます。 

• スピーカーコードびショートしていること 
び考えられます。 

• テスト!-ーンは HDMI 出力端テからは出力 
されません。 
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再生ずる 


ごないだ機器を選ぶ 


TV 

入力切換 

〇 


© 


電源 


© © © © 

SAT TV SA-CD/CD TUNER 

p—__ 

ップメニュ—メニュー HDD 


トップメニ:!- メニユー HDD DISC 

〇 〇 a CD 

アナ□グ-地上-デジタル BS CS 

•の•の•の CD 

•の•の.の 
•の•の.の 

アンフメニ; I - 

*QD *QD *GD » 

/〇 /クリア /確定 

■画面表示 オフ^ヨン•消音 


を祀巧 

すウンドフイ-ルド 



-入力切り換 
え用ボタン 


-消音 


-曰ち+/一 


選んだ入力 
[表示] 

再生する機器 

DVD 

[ DVD ] 

DVD 端テにつないだ 
DVD プレーヤー 、 DVD 
レコーダーなど 

SAT 

[ SAT ] 

SAT 端テにつないだ衛星 
放送チューナーや STB 
(セットトップボックス） 
など 

TV 

[ TV ] 

TV 端テにつないだテレ 
ビなど 

SA - CD/CD 

[ SA - CD / CD ] 

SA - CD / CD 端テにつな 
いだスーパーオーディオ 
CD / CD プレーヤーなど 

TUNER 
[ FM または 
AM ] 

内蔵ラジオチューナー 


アンプにつないだ機器の電源 
を入れ、再生ずる。 

音量+/—を押して、音量を調 
節ずる。 

または本体の MASTER VOLUME つま 
みを回します。 


入力切り換え用ボタンを押ず。 

または、本体の INPUT SELECTOR を 
押します。 

選んだ入力び表示窓に表示されます。 


選んだ入力 
棒示] 

再生する機器 

DMPORT 

DMPORT 端テにつない 

[ DMPORT ] 

だデジタルメディアポー 
トアダプター 

VIDECM ま 

VIDEO 1端テまたは 

たは VIDEO 2 

VIDEO 2端テにつない 

[ VIDEO 1] ま 
たは [VIDEO 

2] 

だビデオデッキなど 

BD 

目 D 端テにつないだブ 

剛 

ルーレイディスクプレー 
ヤーなど 


音を一時的に消したいときは 

U モコンの消音を押します。 

消音機能を解除するには、1^(下の操作をして 
<ださい。 

-消音ををう一度押す。 

• ボ U ユームを調節して音量を上げます。 

• 本体の電源を切る。 

スピーカーの破損を防ぐために 

電源を切る前にボ IJ ユームを最ルにしておい 
て < ださい。 


助贷か 
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つないだ機器の音/ 
映像を楽しむ 



テレビを楽しむ 


1 テレビの電源を入れて、番組 
を選ぶ。 

詳しくはテレビの取扱説明書をご覧く 
ださい。 

2本機の電源を入れる。 


ちょっと一言 

. ソニー 製テレビをつないでいる場合、 TV ボタン 
を押すだけで、自動的にテレビの音声入力を切り 
換え、テレビの映像を表示します。設定を変える 
とさは、「お使いの機器をリモコンに登録する」 

(己9ページ）をご覽ください。 

• テレビのスピーカーからを音び出ていることびあ 
ります。この場合は、テレビの音量を最ルにして 
<ださい。 


衛星放送チューナーの音声を楽し 
む 


1 テレビの電源を入れる。 

詳しくはテレビの取扱説明書をご覽く 
ださい。 

2衛星放送チューナーと本機の 
電源を入れる。 

3 リモコンの SAT ボタンを押 
ず。 

または本体の INPUT SELECTOR を押 
して rSATJ を選ぶこともできます。 

4テレビの入力を切り換える。 

詳し < はテレビの取扱説明書をご覧< 
ださい。 

5音量+/—ボタンで音量を調 
節する。 


ちょっと一言 

テレビのスピーカーからを音び出ていることびあり 
ます。この場合は、テレビの音量を最ルにしてくだ 
さい。 


3 リモコンの TV ボタンを押す。 


4音量+/—ボタンで音量を調 
節する。 
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ブルーレイディスク/ DVD を楽 
しむ 

1 テレビの電源を入れる。 

2 ブルーレイディスク / DVD プ 
レーヤー（レコー■ダー）と本 
機の電源を入れる。 

3 リモコンの BD または DVD ボ 
タンを押す。 

または本体の INPUT SELECTOR を押 
して 「 DVD 」 や「目 D 」 を選ぶことも 
でさます。 

本機の IJ モコンで DVD プレーヤーを操 
作するために、 DVD ボタンの設定を変 
要してください。詳しくは、「お使いの 
機器を IJ モコンに登録する」 （59 ペー 
ジ）をご覧ください 

4 テレビの入力を切り換える。 

詳しくはテレビの取扱説明書をご覽く 
ださい。 

5 ディスクを再生ずる。 

6 音量を調節する。 


ちょっと一言 

• Dolby True HD、Dolby Digital Plus ' 

DTS - HD に対応した接続機器で、これらの音源 
を再生しても、本機は Dolby Digi ね I または DTS 
として対応します。 HDMI ケーブルでつないでい 
る場合、これらの高品質サウンドフォーマットを 
聞くとさ、可能であれば接続機器の出力設定をマ 
ルチチヤンネル PCM にしてください。 


ビデオを楽しむ 

1 テレビの電源を入れる。 

2 ビデオデッキと本機の電源を 
入れる。 

3 リモコンの VIDEO 1または 
VIDEO 2ボタンを押す。 

または本イ本の INPUT SELECTOR を押 
して 「 VIDE 01」 や rVIDE 02 J を選 
ぶことちでさます。 

4 テレビの入力を切り換える。 

詳しくはテレビの取扱説明書をご覽く 
ださい。 

5 ビデオを再生ずる。 


スーパーオーデイオ CD プレー 
ヤ ー / CD プレーヤーを楽しむ 

1 スーパーオーディオ CD プ 
レーヤー / CD プレーヤーの 
電源を入れ、ディスクをプ 
レーヤーにセツトずる。 

2 本機の電源を入れる。 

3 リモコンの SA - CD / CD を押 

ず。 

または本体の INPUT SELECTOR を押 
して、 「 SA - CD / CD 」 を選びます。 

4 音量を調節する。 


助 S か 
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デジタルメディアポート端子 
(DMPORT 端子）につないだ機 
器を楽しむ 

1 リモコンの DMPORT ボタン 
を押ず。 

または本体の INPUT SELECTOR を押 
して、 「 DMPORT 」 を選びます。 

2 つないだ機器を再生ずる。 


ちょっと一言 

MP 3 音声トラックや、その他の圧縮された音声 
ファイルを聞くときは、サウンドフィールドの 
[PORTABLE AUDIO ENHANCER 」 をおすすめ 
します。表示窓の表示は 「 P . AUDIO 」 です （44 
ぺージ）。 
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アンプを操作ずる 


メニューを使ってア 
ンプを設定する 

メニューを使って、本機のさまざまな設定を 
することびでさます。 


7 ©または"►を押して、選択を 
確定ずる。 

ひとつ前の画面に戻るには 

♦を押します。 

メニューか！5抜けるには 

アンプメニューボタンを押します。 


サウンドフイ-ルド 

"(JD^dD^dD CD 

アンプメニユ - 

•QD*CID*QD (S- 

/〇 /クリア /確を 



アンプ 

メニュー 


1 アンプメニューを押す。 

rSET HDMIJ び表示窓に表示されま 
す。 

2 ♦/* を繰り返し押して、設定 
したいメニューを選ぶ。 

3 ©または"►を押して、メ 

ニューを表示する。 

4 ♦/* を繰り返し押して、設定 
したい項目を選ぶ。 

5 ©または"►を 押して、設定項 
目のパラメーターを 表示す る。 

6 */* を 繰り返し押して、パラ 
メーターを選ぶ。 









メニュ ーー 覧 

各メニューから。 TF のオプシヨンび設定でさ 
ます。メニュー操作について詳しくは、37 
ページをご覽ください。 


メニュ ー 

[表示] 

項目 

[表示] 

設定値 

初期値 

HDMI 

[SET HDMI ] 

HDMI コント□ール機能の設定* 1 が 
[CONTROL FOR HDMI ] 

CTRL ON、CTRL OFF 

CTRL ON 

(40 ページ） 

音量制限* 1 

[VOL LIM ] 

MAX 、39 ……1 、 MIN 

MAX 


サウンドフィールド *1 
[ SND . FLD ] 

AUTO 、 MANUAL 

AUTO 


省電力 

[ P . SAVE ] 

SAVE ON、SAVE OFF 

SAVE ON 

自動音場補正 

自動音場補正開始 

詳しくは、「準備 7 : 自動で 


[ A . CAL ] 

(40 ぺージ） 

[ START ] 

スピーカーを設定する」に 6 
ページ）をご覽ください。 



測定値の消去* 1 が 

[ A.CAL CLR ] 

YES 、 N 0 

NO 

スピーカーの 

[SP SETUP ] 
(41 ページ） 

センタースピーカー* 1 
[CNT SP ] 

CNTY、CNTN 

CNT Y 

サラウンドスピーカー* 1 
[SUR SP ] 

SURY、SUR N 

SUR Y 


フ□ントスピーカー（左）までの距 
離*け 4 

[FL D に T ] 

FL 0.00 m 〜 FL 7.00 m 
(0.10 m 単位） 

FL 3.00 m 


センタースピーカーまでの距離*け 4 
[CNT D に T ] 

CNT 0.00 m 〜 CNT 7.00 m 
(0.10 m 単位） 

CNT 3.00 m 


フ□ントスピーカー（ち）までの距 

離*け 4 

[FR D に T ] 

FR 0.00 m 〜 FR 7.00 m 
(0.10 m 単位） 

FR 3.00 m 


サラウンドスピーカー（ち）までの 
距離* 1 * 4 

[SR D に T ] 

SR 0.00 m 〜 SR 7.00 m 
(0.10 m 単位） 

SR 3.00 m 


サラウンドスピーカー（左）までの 
距離* 1 * 4 

[SL D に T ] 

SL 0.00 m 〜 SL 7.00 m 
(0.10 m 単位） 

SL 3.00 m 


サブウーファーまでの距離*け 4 
[SW D に T ] 

SW 0.00 m 〜 SW 7.00 m 
(0.10 m 単位） 

SW 3.00 m 
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メニュ ー 

[表示] 

項目 

[表示] 

設定値 

初期値 

レベル設定 
[ LEVEL ] 

テストトーン*1 
[ T . TONE ] 

T . TONE 丫、 T . TONE N 

T . TONE N 

(42 ページ） 

フ□ントスピーカー（左）レベル*1 
[FL LVL ] 

FL -6 dB 〜 FL +6 dB 
(0 .己 d 目単位） 

FLO.OdB 


センタースピーカーレベル 
に NT LVL ] 

CNT -6 dB 〜 CNT +6服 
(0.5 d 目単位） 

CNTO.OdB 


フ□ントスピーカー(ち）レベル 
[FR LVL ] 

FR — 6服 〜 FR +6 dB 
(0.5 CIB 単位） 

FR 0.0 dB 


サラウンドスピーカー（ち）レベル 
に R LVL ] 

SR -6 dB 〜 SR +6 dB 
(0.5 dB 単位） 

SRO.OdB 


サラウンドスピーカー（左）レベル 
[SL LVL ] 

SL -6 dB 〜 SL +6 dB 
(0.5 cl 目単位） 

SLO.OdB 


サブウーファーレベル 
に W LVL ] 

SW -6 d 目 〜 SW +6 dB 
(0.5 d 目単位） 

SW O.OdB 

トーン設定 

フ□ントスピーカーの低域レベル 

BASS -6 d 目〜目 ASS 

BASS O.OdB 

[ TONE ] 

[ BASS ] 

+6 dB (0.5 cl 目単位） 


(42 ページ） 

フ□ントスピーカーの高域レベル 
[ TREBLE ] 

TRE -6 dB 〜 TRE +6 dB 
(0.5 cl 目単位） 

TRE O.OdB 

カスタム設定 
[ CUSTOM ] 

二重音声モード*1 
[ DUAL ] 

MAIN 、 SUB 、 MAIN/SUB 

MAIN 

(43 ぺージ） 

音声と映像出力の同期* 1 
[ A/V SYNC ] 

SYNC OFF、SYNC 1 - 
SYNC 20 

SYNC OFF 


ダイナミックレンジの圧縮* 1 
[ AUD . DRC ] 

DRC OFF、DRC STD 、 
DRC MAX 

DRC OFF 


表示窓の明るさ* 1 

[ DIMMER ] 

DIMMER 丫 、 DIMMER N 

DIMMER N 


表示窓 
[ DISPLAY ] 

DSPLON、DSPL OFF 

DSPL ON 


ス U ープ タイ 7 一* 1 
に LEEP ] 

SLPOFF、SLP 10 M、SLP 
20 M....SLP 90 M 

SLP OFF 


音声入カモードの切り換え*け 5 
[IN MODE ] 

AUTO、OPT 

AUTO 



\l 

V 

が 



3 


* 1 詳しくは、カツコ内のページをご覧ください。 

*2 「CONTROL FOR HDMI 」 びスク□ール表示されたあとに、 「 CONTROL 」 び表示されます。 
* 3 このパラメーターは自動音場補正の測定値び保をされているとさのみ有効です。 

*4 自動音場補正の測定値び保をされると、 1 cm 単位で調節でさるよラになります。 

*5 このパラメーターは SAT 入力び選ばれているとさのみ有効です。 
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HDMI 機能を設定す自動音場補正機能を 
る 設定する 

(HDMI SET メニユ ー） （ A . CAL メニユ ー） 


SET HDMI メニューを使って、さまざまな 
HDMI の設定をすることびでさます。 
メニューから rSET HDMIJ を選んでくださ 
い。パフメーターの調節について詳しくは、 
r メニューを使ってアンプを設定する」 （37 
ぺージ)、「メニューー覧」 （38 ぺージ）をご 
覧< ださい。 


SET HDMI メニューの設定頃目 

■ CONTROL FOR HDMI (HDMI コ 
ント□ール機能の設定） 

HDMI コント□ール機能の有効/無効を設定 
します。 

詳しくは、「ブラビア IJ ンクの準備をする」 
(49 ページ）をご覽ください。 

■ VOL LIM (音量制限） 

本機の音量制限の設定します。 

詳しくは、「音量制限機能を使ラ」 （52 ペー 
ジ）をご覽ください。 

■ SND.FLD (サウンドフイールド） 

詳しくは、「デジタル放送のジャンルに応じ 
て、サラウンド効果を自動的に切り換える 
(才ートジャンルセレクター)」 （52 ぺージ） 
をご覧ください。 

■ P.SAVE (省電力） 

HDMI コント□ール機能を有効にしていると 
さの省電力消費機能を設定します。 

詳しくは、 r 省電力設定をする」 （54 ぺージ） 
をご覽ください。 


A . CAL メニューを使って、自動音場補正機 
能をお好みにあわせて設定することびでさま 
す。 

メニューから 「 A . CAL 」 を選んでください。 
パラメーターの調節について詳しくは、「メ 
ニューを使ってアンプを設定する」 （37 ペー 
ジ)、 r メニュ ー 覽」 （38 ぺージ）をご覧く 
ださい。 


A-CAL メニューの設定頃目 

■ START (自動音場補正機能の開始) 

自動音場補正機能の測定を開始します。 
詳しくは、「準備7 :自動でスピーカーを設 
定する」に6ページ）をご覧ください。 

■ A.CAL CLR (測定値の消ま） 

自動音場補正機能の測定値を消去します。 
詳しくは、「測定結果を消去する」 （30 ペー 
ジ）をご覽ください。 
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スピーカー を設定す 
る 

(SP SETUP メニュ ー） 

SP SETUP メニューを使って、スピーカーの 
距離などを設定でさます。 

メニューから 「SP SETUP 」 を選んでくださ 
い。パフメーターの調節について詳しくは、 
「メニューを使ってアンプを設定する」 （37 
ぺージ)、「メニューー覧」 （38 ぺージ）をご 
覧< ださい。 


SP SETUP メニューの設定頃目 


■ CNTSP (センタースピーカー） 

センタースピーカーを選びます。 

■ SURSP (サラウンドスピーカー） 

サラウンドス ピーカーを 選びます。 

■ FLD に T (フ□ントスピーカー（左) 
までの距離） 

■ FRmST (フ□ントス ピーカー 
(ち）までの距離） 

IJ スニングポジションからフ□ントスピー 
カーまでの距離を設定します(©)〇 2つの 
フ□ントスピーカーび U スニングポジション 
から等距離に設置されていない場合は、近く 
に設置したスピーカーまでの距離を設定して 
<ださい。 



■ CNT mST (センタースピーカー ま 
での距離） 

U スニングポジシヨンからセンタース 
ピーカーまでの距離を設定します。 


■ SR DIST (サラウンドスピーカー 
(ち）までの距離） 

■ SL DIST (サラウンドスピーカー 
(左）までの距離） 

IJ スニングポジションからサラウンドス 
ピーカーまでの距離を設定します。 

■ SW D に T (サブウーファーまでの距 
離） 

IJ スニングポジションからサブウー 
ファーまでの距離を設定します。 

ごま意 

•「SP SETUP 」 の設定を 「 CNTN 」 に設定すると 
「 CNTDKT 」 は表示されません。 

•「SP SETUP 」 の設定を 「 SURN 」 に設定すると 
「 SRD に T 」と 「 SLDKT 」 は表示されません。 


ちょっと一言 

自動音場補正の測定値を保をすると、スピーカーの 
距離は 1 cm 単位で設定でさます。測定値び保をさ 
れていないとさは1日 cm 単位で設定でさます。 















各ス ピーカーの レべ 
ルやバランスを調節 
する 

(LEVEL メニュ ー） 


フロントス ピーカー 
の音質（ほ域/高域 
レベル）を調節する 

(TONE メニュ ー） 


LEVEL メニューを使って、各スピーカーの 
レベルやバランスを調整でさます。 
メニューから 「 LEVEL 」 を選んでください。 
パラメーターの調節について詳しくは、「メ 
ニューを使ってアンプを設定する」 （37 ぺ一 
ジ)、「メニューー覽」 （38 ぺージ）をご覽く 
ださい。 

LEVEL メニューの設定頃目 

■ T . TONE (テスト I ン） 

IJ スニングポジションに座り、テスト!-ーン 
の出力を聞きなびらスピーカーのレベルとバ 
ランスを調節でさます。詳しくは、「準備8 : 
スピーカーのレベルを調節する （TEST 
TONE )」（31 ぺージ）をご覧ください。 


TONE メニューを使って、フ□ントスピー 
力 一の音質 (低域/高域レベル）を調節でさ 
ます。 

メニューから 「 TONE 」 を選んでください。 
パラメーターの調節について詳しくは、「メ 
ニューを使ってアンプを設定する」 （37 ペー 
ジ)、「メニュ ー 覧」 （38 ぺージ）をご覽く 
ださい。 

TONE メニューの設定頃目 


■ BASS (フ□ントス ピーカーの 低域 
レベル） 

■ TREBLE (フ□ントス ピーカーの 高 
域レベル） 


■ FL LVL (フ□ントスピーカー（左） 
レベル） 

■ CNT LVL (センタースピーカー レべ 
ル） 

■ FR LVL (フ□ントスピーカー（ち） 
レベル） 

■ SR LVL (サラウンドスピーカー 
(ち）レベル） 

■ SL LVL (サラウンドスピーカー 
(ち）レベル） 

■ SW LVL (サブウーファーレベル） 

ごま意 

•「SP SETUP 」 の設定を 「 CNTN 」 に設定すると 
「 CNTLVL 」 は表示されません。 

•「SP SETUP 」 の設定を 「 SURN 」 に設定すると 
rsL Lvu と rsR lvu は表示されません。 
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お巧みの設定をする 

(CUSTOM メニュ ー） 

CUSTOM メニューを使って、お好みの設定 
をして楽しむことびでさます。 

メニューから 「 CUSTOM 」 を選んでくださ 
い。パラメーターの調節について詳しくは、 
「メニューを使ってアンプを設定する」 （37 
ぺージ)、「メニューー覽」 （38 ぺージ）をご 
覧< ださい。 

CUSTOM メニューの設定頃目 

■ DUAL (二重 音芦モード） 

MPEG -2 AAC やドルビーデジタルなどのこ 
重音声を聞くとさ、再生モードを設定しま 
す。 

詳しくは、 「 AAC にヶ国語放送）を楽しむ 
(DUAL MONO )」（55 ページ）をご覧くだ 
さい。 

■ A/V SYNC (音芦と映像出力の同期) 

入力された音声を遅らせて、映像と音声のず 
れを調節することびできます。 OFF 、 1 (10 
ミ U 秒）から20 (200 ミ IJ 秒）まで、1 (10 
ミ U 秒）単位で調節でさます。 

ごま意 

• A / VS 丫 NC 機能を使ってを、音声と映像を完全に 
合わせることびでさない場合をあります。 

• A/VS 丫 NC 機能は光入力と同軸入力の Dolby 
Diaitak DTS 、 MPEG 2- AAC 、 リニア PCM 
に ch ) に働さます。 

■ AUD . DRC (ダイナミックレンジの 
圧縮） 

サウンドトラックのダイナミックレンジを狭 
くします。小さな音量で映画を楽しむとさに 
便利です 。 AUDIO DRC はドルビーデジタ 
ルの音声にのみ対応しています。 

• DRC OFF :信号の幅は圧縮されません。 

• DRC STD :制作者び意図したようなダイ 
ナミックレンジで音声を再現します。 

• DRC MAX :信号の幅を最大限に圧縮しま 
す。 


ちょっと一言 

• ダイナミックレンジの圧縮では、ダイナミックレ 
ンジをドルビーデジタルに記録されているダイナ 
三ックレンジ情報に基づいて圧縮します。 
「 DRCSTD 」 び本来の圧縮値ですび、控えめに 
感じるときは、 「 DRCMAX 」 をおすすめします。 
これは極端にダイナ三ックレンジを圧縮しますの 
で、深夜のル音量での映画鑑賞などに便利です。 
アナ□グのリミッターとは異なり、圧縮ポイント 
をあらかじめ予測しているため、自然な圧縮にな 
ります。 

■ DIMMER (表示窓の明るさ） 

表示窓の明るさを調節でさます。 

詳しくは、「本体表示の明るさを調節する 
( DIMMER )」（56 ぺージ）をご覽くださし、 

■ DISPLAY (表示窓） 

表示窓の点灯、消灯を設定でさます。 

詳しくは、「表示窓の設定を変える 

( D に PLAY )」（56 ぺージ）をご覧ください。 

■ SLEEP (スリープタイマー） 

設定した時間に本機の電源を切ることびでさ 
ます。 

詳しくは、「ス IJ ープタイマーを使う 
( SLEEP )」（57 ぺージ）をご覽ください。 

■ IN MODE (音芦入カモードの切り 
換え） 

音声入カモードの切り換えびでさます。詳し 
くは、「音声の入力を切り換える （IN 
MODE )」（57 ページ）をご覧ください。こ 
の設定は SAT 入力び選択されているとさのみ 
設定でさます。 


■ 7" ソか塑すか 
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サラウンド効果を楽しむ 


サウンドフイールド 
を選ぶ 

本機ではマルチチヤンネルサラウンド効果を 
楽しむことびでさます。お好みのサウンド 
フィールドを選んでください。 


•の-の•の CD 

サウンドフイ-ルド , . .V 

•の•な :) ‘CO ® -サワタト 



ヴウンドフィールドボタンを繰り 
返し押して、お好みのヴウンド 
フィールドを選ぶ。 

詳しくは、「サウンドフィールドの種類」 （44 
ページ）をご覧ください。 


サウンドフィールドの種類 


種類 

サウンドフィールド 
原示] 

効果 

A . F . D モード 

2 CH STEREO 
[2 CH ST ] 

マルチチヤンネル音声び入力されたとさに 2 チヤンネルにして 
(ダウンミックス）再生します。 


A . F . D . STANDARD 
[ A . F . D . STD ] 

このモードは残響などの効果を加えずに、録音された、または 
エンコードされたままの音を再現します。ただし、サブウー 
ファーから出力される低域効果音である LFE 信号びないとさは、 
本機びサブウーファー用信号を生成し、サブウーファーから出 
力します。 


A . F . D . MULTI 
[ A . F . D . MULT ] 

ディスクの種類に関わらず、複数のスピーカーから音声を出力 
します。 


PRO LOGIC 
[DOLBY PL ] 

ドルビープ□□ジック処理を行います。2チヤンネルで記録さ 
れている音声を 4.1 チヤンネルにデコードして再生します。 


PRO LOGIC II MOVIE 
[PLII MV ] 

ドルビープ□□ジック II のムービーモード処理を行います。ド 
ルビーサラウンド-エンコードされた映画音声の再生に適して 
います。また、吹替版やちい映画のビデオなどを 5.1 チヤンネ 
ルで再生でさます。 


PRO LOG に II MUSIC 
[PLII MS ] 

ドルビープ□□ジック II の三ユージックモード処理を行います。 
CD など通常のステレオ録音された音声の再生に適しています。 

映画用 

MOVIE - D . C . S .-* 

[ MV - D . C . S .-] 

ソニー-ピクチヤーズエンタテインメントの 「Carv Grant 
Theater 」 スタジオの音響特性を再現します。標準的なモード 
で、あらゆる映画に適しています。 

音楽用 

SPORTS [ SPORTS ] 

スポーツ中継のよラに再現します。 


NEWS [ NEWS ] 

アナウンサーの声び聞さ取りやすい、ク U アな音声です。 


PORTABLE AUDIO 
ENHANCER 
[ P . AUDIO ] 

携帯用三ユージックプレーヤーで再生される音声をク U アに強 
調します。 MP 3 などの圧縮されたソースに適しています。 


* D . C . S . テクノ□ジーを使用しています。詳しくは「用語集」 （6 日ページ）をご覧ください。 
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ごを意 

• 仮想スピーカーによるサウンドフィールド再生で 
は、ノイズび目立つことびあります。 

• 仮想スピーカーによるサウンドフィールド再生で 
は、直接サラウンドスピーカーから音は聞こえま 
せん。 

• 下記の場合には、サウンドフィールドは機能しま 
せん 

ーヴンプ U ング周波数び 48 kHz より高い信号を 
受信しているとさ 

一 HDMI IN 端テから入力されているマルチチヤ 
ンネル PCM 信号 

• ソースによっては、 複数の スピーカーから 音び出 
ない場合びあります。 

• 再生するディスクによっては、最適な効果を自動 
的に選択するため、音声の始まりび途切れる場合 
びあります。音声を途切れないよラにするには、 
「 A . F . D . STD 」 を選んでください。 

• マルチチヤンネルのソースを入力しているとさ 
は 、 Dolby Pro Logic II MOVIE / MUSIC はキヤ 
ンセルされ、マルチチヤンネルの音声信号はその 
まま出力されます。 

• 2ヶ国語放送を入力しているとさは 、 Dolby Pro 
Logic II MOVIE / MUS には機能しません。 

•「 P . AUDIO 」 にマルチチヤンネルの U ニア PCM 
の効果は得られません。 

• 入カソースによっては、でサウンドフィールドの 
効果び得られないことびあります。 

•「 MV - D . C . S .-」 を選んだときに、入カソースに 
よっては 、 Dolby Pro Logic び自動的に設定され 
ることびあります。 

ちょっと一言 

DVD ソフトなどのエンコード方式は、パッケージ 
に付いているマークで確認でさます。 


ラジオを楽しむ 


FM / AM ラジオを聞 

< 

内蔵チューナーを使って、 FM / AM ラジオを 
聞くことびでさます。操作の前に、アンテナ 
び接続されていることを確認してください 
に5ぺージ)。 



1 TUNER を繰り返し}甲して、 
FM または AM を選ぶ。 

本体の INPUT SELECTOR を使うこと 
ちでさます。 


次のぺージへつづ< 
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2 選局 + または選局一を押ず。 

選局+を押すと、低い周波数から高い 
周波数へと放送局をスキャンします。 
選局一を押すと、高い周波数から低い 
周波数へと放送局をスキャンします。 
放送局を受信すると自動的にスキャン 
を停止します。 

自動受信を止めるとさは選局+または 
一を押して < ださい。 


放送局を登録する 

FM 局を20局と AM 局を10局登録できます。 
よく聞く放送局を簡単に受信でさるようにな 
ります。 


登録ずる 


FM 放送の受信状態び良くないときには 

FM 放送の受信状態び良くないとさは、モノ 
ラル受信を選びます。ステレオ受信ではあり 
ませんび、聞さやす<なります。 

1 メニュ ー/ホームボタンを押 
ず。 

2 */* を繰り返し押して表示窓 
に 「FM MODE 」 を表示さ 
せ、©または"►を押ず。 

3 */* を繰り返し押して 
「 MONO 」 を選ぶ。 

• STEREO :ステレオ受信にします。 

• MONO :モノラル受信にします。 
お買い上げ時の設定は STEREO です。 

4 ©を押ず。 

5 メニュー/ホームボタンを押 
ず。 


ちょっと一言 

受信状態を良くするには、付属のアンテナの向さや 
位置を変えてみて <ださい。 



TUNER 


ク U ア 


メニュー/ 

ホーム 


選局 
-/ + 


1 TUNER を繰0返し}甲して、 
FM または AM を選ぶ。 

本体の I NPUT SELECT 0 R を使うこと 
ちでさます。 

2 選局 +/- ボタンを押し続け、 
自動選局び始まった5離す。 

周波数表示び変わっていさ、放送局を 
受信すると、選局び自動的に止まりま 
す。表示窓に rsTj (ステレオプ□グラ 
ムのとさ）び点灯します。 
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3 メニユー/ホームボタンを押 
ず。 

4 ♦/* を繰り返し押して表示窓 
の 「 MEMORY 」 を表示させ 
る。 

5 ©または"►を押す。 

プ IJ セット番号び表示窓に表示されま 
す。 

6 ♦/* を繰り返し押してプリ 
セット番号を選ぶ。 

数字ボタンを押して、プ IJ セット番号 
を選ぶこともでさます。 

7 ©を押す。 

表示窓に 「 COMPLETE 」 と表示され、 
放送局び登録されます。 

8 メニユー/ホームボタンを押 
す。 

9手順2〜8を繰り返して、他の 
放送局を登録する。 

プリセツト番号を変えるには 

手順3から操作をする。 


登録した放送局を聞く 


1 TUNER を繰り返し}甲して、 
FM または AM を選ぶ。 

2 プリセット+またはプリセッ 
卜ーボタンを繰り返し押して、 
聞きたい放送局のプリセット 
番号を選ぶ。 

ボタンを押すたびに、登録した放送局 
に切り換わります。 

数字ボタンを押して、聞さたい放送局 
のプ IJ セット番号を選ぶことちでさま 
す。プ U セット番号を選んだあと、確 
定ボタンを押して確定してください。 


登録した放送局に名前をつける_ 

登録した放送局に名前をつけることびでさま 
す。これらの名前 ( rxYzj など）は、放送 
局び選ばれたとさに表示窓に表示されます。 
登録した放送局には、それぞれひとつの名前 
しか登録でさません。 

1 TUNER を繰り返し}甲して、 
FM または AM を選ぶ。 

本体の INPUT SELECTOR を使うこと 
ちでさます。 

2 プリセット+またはプリセッ 
卜ーボタンを繰り返し押して、 
名前をつけたい放送局を選ぶ。 

3 メニュー/ホームボタンを押 
ず。 


4 */* を繰り返し押して表示窓 
に 「NAME IN 」 を表示させ 
る。 

次のぺージへつづく 
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5 ©を押ず。 

6 */*/◄"/" ►で名前をつける。 

♦/ ♦を繰り返し押して文字を選び、 ♦ 
を押してカーソルを次へ動かします。 
文字、数字、記号を入力することびで 
さます。 

間違えて入力したときは 

変更したい文字び点滅するまで、繰り 
返し争/♦を押し、 ♦/ ♦を繰り返し押し 
て正しい文字を選ぶ。 

文字を消すには、 ♦/ ♦を繰り返し押し 
て消したい文字を点滅させ、ク IJ アボ 
タンを押す。 

7 ©を押ず。 

表示窓に 「 COMPLETE 」 び表示され、 
放送局の名前び登録されます。 

8 メニュー/ホームボタンを押 
ず。 


表示窓で放送局の名前や周液数を 
見る_ 

本機の入カフアンクシヨンび 「 FM 」 または 
「 AM 」 のとさ、表示窓に周波数を表示させる 
ことびでさます。 

画面表示ボタンを押ず。 

画面表示ボタンを押すたびに、表示窓は次の 
ように切り替わります。 

放送局名* ◄■■►周波数 

* 放送局を登録して、名前をつけているとさに表示 
されます。 

** 数秒経過後に通常の画面表示に戻ります。 


ブラビア U ンク機能 


ブラビア U ンク機能 
とは？ 

ブラビア U ンクは、 HDMI 機器制御を搭載し 
たソニーのテレビやブ>1レーレイディスク/ 
DVD プレーヤー、 AV アンプなどに対応して 
います。 

ブラビア U ンクに対応している ソニー 製品を 
HDMI ケーブル（別売）でつなぐと、下記の 
ように操作を簡単に行うことびでさます。 

• ワンタッチプレイ；ブルーレイディスク/ 
DVD プレーヤー（レコーダー）などの機器を 
再生すると、本機とテレビの電源び自動的に 
入り、 HDMI 入力に切り替わります。 

• システムオーディオコント□ール：テレビの 
視聴中、音声の出力をテレビのスピーカーで 
行うか、本機のスピーカーで行うかを選ぶこ 
とびでさます。 

• 電源オフ連動；テレビの電源を切ると、本機 
とつないだ機器の電源を同時に切ることびで 
さます。 

• オートジャンルセレクター；デジタル放送の 
ま組情報 （ EPG 情報）を取得して、番組の 
ジャンルに応じたサウンドフィールドに自動 
的に切り替わります。 

HDMI 機器制御は 、 CEC (Consumer 
Electronics Control ) で使用されている、 
HDMI ( High-Definition Multimedia 
Interface ) のための相互制御機能の規格で 
す。 
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次の場合、 HDM I 機器制御機能は作動し 
ません。 

• 本機を HDMI 機器制御機能（ブラビア IJ ンク） 
に対応していない機器につないだとさ。 

• 本機と各機器を HDMI でつないでいないとさ。 

本機には、ブラビア IJ ンクに対応した機器を 
接続することをおすすめします。 

ごま意 

• つないだ機器によっては、 HDMI 機器制御機能び 
作動しないことびあります。お使いの機器の取扱 
説明書をご覧ください。 


ブラビアリンクの準 
備をする 

プラビア IJ ンクを使うには、本機とつないだ 
機器の HDMI 機器制御機能をオン（入）に設 
定して下さい。本機は HDMI 機器制御機能に 
対応しています。 

H DMI 機器制御機能に巧応したテ 
レビをお使いの場合 

HDMI 機器制御機能に対応している ソニー 製 
テレビをお使いの場合、テレビの HDMI 機器 
制御機能の設定を行ラと、本機やつないだ機 
器の HDM I 機器制御機能も連動して設定され 
ます。 

1 本機とテレビ、再生機器び 
HDMI ケーブル（別売）でつ 
なびれていることを確認ずる。 
馆機器は HDMI 機器制御機 
能に対応している必要びあり 
まず。） 

2 本機とテレビ、再生機器の電 
源を入れる。 

3テレビの HDMI 機器制御機能 
をオン（入）に設定ずる。 

本機と再生機器側の HDM I 機器制御機 
能び同時にオン（入）に設定されます。 
設定中は 「 SCANNING 」 び表示窓に 
表示され、設定び完了すると、表示窓 
に 「 COMPLETE 」 び表示されます。 

テレビの設定に関して詳しくは、テレビの取 
扱説明書をご覽ください。 
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HDMI 機器制御機能に巧応してい 
ないテレビをお使いの場合_ 

本機と再生機器の HDMI 機器制御を個別に才 
ン（入）に設定してください。 



1 「 HDMI 機器制御機能に対応し 
たテレビをお使いの場を」 

(49 ページ）の操作をずる。 

2 アンプメニューボタンを押ず。 

「SET HDMIJ び表示窓に表示されます。 

3 ©または"►を押してメニュー 
を表示ずる。 

4 */* を繰り返し押して、 
「CONTROL FOR HDMIJ 
を選ぶ。 

表示窓に 「CONTROL FOR HDMIJ 
びスク□ール表示されたあと、 
「 CONTROL 」 び表示されます。 

5 ©または"►を押して確定する。 


7再生機器の HDMI 機器制御機 
能をオン（入）にずる。 

8 再生機器の映像びテレビに映 
るように、テレビの HDMI 入 
力と本機の入力 （ BD、DVD 
または SAT ) を切り換える 

テレビや再生機器の設定については、 
お使いの機器の取扱説明書をご覽<だ 
さい。 


ごま意 

• 本機の HDMI 機器制御機能の設定中は、ワンタッ 
チプレイ機能やシステムオーディオコン ト □ール 
機能は作動しません。 

• HDMI 機器制御機能を設定するときは、テレビと 
接続した機器の電源をオンにしてください。 

• HDMI ケーブルをはずしたとさや、接続を変更し 
たときには、 「 HDMI 機器制御機能に対応したテ 
レビをお使いの場合」 （49 ページ）と 、 「HDMI 
機器制御機能に対応していないテレビをお使いの 
場合」 （50 ページ）の操作手順を行って<ださ 
い。 

• HDMI 機器制御機能の設定をしてを再生機器び制 
御できないときは、テレビの 「 HDMI 機器制御機 
旨則の設定を確認してください。 

• テレビの 「 HDMI 機器制御機制によって、再生 
機器の HDMI 機器制御機能を同時に設定でさない 
場合は、再生機器のメニューから HDMI 機器制御 
機能を設定してください。 


6 */* を押して 、 「CTRL ON 」 


を選ぶ。 

HDMI 機器制御機能び有効になります。 
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再生機器をワンタツ 
チで楽しむ 

(ワンタッチプレイ） 

本機と HDMI で接続した機器から簡単に音声 
や映像の再生びでさます。 


つないだ機器を再生ずる。 

本機とテレビの電源び自動的に入り 、 HDMI 
入力に切り替わります。 

ごま意 

システムオーディオコント□ール機能びオンになつ 
ていることを確認してください。 


ブルーレイディスクや DVD を楽 
しむ 

テレビのメニュー画面から、接続されたブ 
ルーレイディスクプレーヤーや DVD プレー 
ヤーを選ぶことびでさます。このとさは、本 
機とテレビび適切な H DM I 入力に切り換わり 
ます。 

ごま意 

• テレビによっては、コンテンツの開始部分び出力 
されないことびあります。 

ちょっと一言 

• 本機の電源を切ってを、本機の HDMI 端子につな 
びれた再生機器を楽しむことびでさます。このと 
きは、アクティブスタンバイ (ACTIVE 
STANDBY ) ランプびオレンジに点打します。 


テレビの音声を本機 
のス ピーカーで 楽し 
む 

(システムオーディオコントロール） 

簡単な操作で、テレビの音声を本機のスピー 
カーから楽しむことびでさます。 

テレビのメニュー画面からシステムオーディ 
オコント□ールの操作びでさます。詳しくは 
お使いのテレビの取扱説明書をご覽くださ 
い。 

システムオーディオコント□ール機能をオン 
にすると、本機の電源び入り自動的に適切な 
入力に切り換わります。 

テレビの音声は本機に接続したスピーカーか 
ら出ます。同時にテレビの音量はルさくなり 
ます。 

システムオーディオコント□ールはじ TF のよ 
ラに働さます。 

• テレビの電源びオンのとさに本機の電源を入 
れるとシステムオーディオコント□ール機能 
び自動的にオンになり、本機のスピーカーか 
らテレビの音声び出ます。本機の電源を切る 
と、テレビのスピーカーから音声び出ます。 

• テレビの U モコンを使って、本機の音量を調 
節したり、消音することびでさます。 

ごま意 

• テレビの設定によってはシステムオーディオコン 
卜□ールび機能しないことびあります。テレビの 
取扱説明書をご覧ください。 

• システムオーディオコント□ールに対応していな 
いテレビに接続したとさは、システムオーディオ 
コント□ールは機能しません。 

• 本機の電源を入れる前にテレビの電源び入ってい 
る場合、テレビの音声びしばらく途切れることび 
あります。 
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デジタル放送のジャンルに応じ 
て、サラウンド効果を自動的に切 
り換える（才ートジャンルセレク 

夕づ_ 

視聴中のデジタル放送の番組情報 （EPG 情 
報）を取得して、番組のジャンルに応じたヴ 
ウンドフイールドに自動的に切り換えること 
びできます（オートジャンルセレクター対応 
のテレビをお使いの場合のみ)。 

1 アンプメニューボタンを押ず。 

2 */* を繰り返し}甲して 、 「SET 
HDMIJ を選び、©または* 

を押す。 

3 */* を繰り返し押して、 
「 SND . FLD 」 を選び、©また 
は"►を押ず。 

4 */* を繰り返し押して、設定 
を選び、©または"►を押す。 

•「AUTO」 ：デジタル放送のテレビ番 
組に応じてヴウンドフイールドび自 
動的に切り替わります。 

•「MANUAL」 ：サウンドフイールドボ 
タンで選んだヴウンドフイールドで、 
音声を出力します。 


5 アンプメニューボタンを 押ず。 

アンプメニューを終了します。 

番組情報対応表 

番組情報 
に PG 情報） 

オー ト ジャンルセレク 
ターで 切り替わるサウ 
ンドフィールド 

ニュース/報道 

NEWS 

スポーツ 

SPORTS 

情報/ワイドショー 

A . F . D . STANDARD 


番組情報 
(EPG 情報） 

オー ト ジャンルセレク 
ターで 切り督わるサウ 
ンドフィールド 

ドラマ 

A . F . D . STANDARD 

音楽 

PLII MUSIC 

バラエティ 

A . F . D . STANDARD 

映画 

PLII MOVIE 

アニメ/特撮 

A . F . D . STANDARD 

ドキュメンタリー 

A . F . D . STANDARD 

劇場/公演 

PLII MUSIC 

趣味/教育 

NEWS 

福祉 

NEWS 

その他 

A . F . D . STANDARD 

スポーツに S ) 

SPORTS 

洋画に S ) 

PLII MOVIE 

邦画に S ) 

PLII MOVIE 

情報なし 

前回のサウンドフィール 
ドび保持されます。 


ごま意 

• 番組情報 （ EPG 情報）に応じてサウンドフイー 
ルドび切り替わるとを、音び途切れることびあり 
ます。 

• オートジャンルセレクターは、 HDMI 機器制御機 
能びオン（入）のとさのみ作動します。 


音量制限機能を使う_ 

システムオーディオコント□ールび作動中 
に、音声出力びテレビのスピーカーから本機 
のスピーカーに自動的に切り替わると、本機 
の音量レベルによつては大きな音び出ること 
びあります。このよラなことを防ぐために、 
切り換えたとさの本機の最大音量レべ J レを制 
限することびでさます。 

1 アンプメニューボタンを押す。 

2 ♦/* を繰り返し}甲して 、 「SET 
HDMIJ を選び、©または4 
を押ず。 

3 夺 /* を繰り返し押して 、 「VOL 
LIM 」 を選び、©または"►を押 
ず。 
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4 */* を押して、最大音量レべ 
ルを設定ずる。 

最大音量レベルは次のよラに変わりま 


す。 

MAX 一 39 一 38一 
…… 一2一 1 一 MIN 


5 アンプメニューボタンを押す。 

アンプメニューを終了します。 


ごま意 

• 音量制限機能は、 HDMI 機器制御機能びオン 
(入）のとさのみ作動します。 

• 音量制限機能は、音声出力び本機のスピーカーか 
らテレビのスピーカーに切り替わるとさは作動し 
ません。 


ちょっと一言 

• 最大音量レベルは、通常お聞さの音量よりかしル 
さ<することをおすすめします。 

• 設定した最大音量レベルにかかわらず、本機の 
MATER VOLUME つまみと U モコンの音量+ / 
ーボタンで音量を調節でさます。 

• 最大音量レベルを制限しない場合は、音量制限を 
「 MAX 」 に設定してください。 


テレビと本機、再生 
機器の電源を切る 

(電源オフ連動） 


テレビの IJ モコンでテレビの電源を切ると、 
本機とつないだ再生機器の電源ち自動的に切 
ることびできます。また、本機の U モコンで 
テレビの電源を切ったときも、本機とつない 
だ再生機器の電源を自動的に切ることびでさ 
ます。 



TV (黄色）ボタンを押しながら、 
TV 電源ボタンを押す。 

HDMI 接続しているテレビと本機、再生機器 
の電源び切れます。 


ご注意 

• テレビの電源連動機能をオンにしてください。詳 
しくはテレビの取扱説明書をご覧ください。 

• 状態によっては、つないだ機器の電源を切れない 
場合びあります。詳しくは各機器の取扱説明書を 
ご覧ください。 









省電力設定をずる 

惟電力） 

ブラビア IJ ンクに対応しているテレビと本機 
をアクティブスタンバイモードで接続する 
と、テレビの電源びオフ HDMI の信号伝送び 
止まったときに本機の電力消費量を抑えるこ 
とびでさます。 



5 アンプメニューボタンを押ず。 

アンプメニューを終了します。 


ごま意 

• ブラビア U ンクに対応しているテレビでを、省電 
力機能び働かないことびあります。このとさは 
「 P . SAVE 」 を 「SAVE OFF 」 に設定してくださ 
い。 

• 再生機器によっては、映像や音声び出るまでに時 
間びかかることびあります。 

• この機能は HDMI 機器制御機能びオン（入）のと 
さのみ作動します。 


1 アンプメニューボタンを押ず。 

「SET HDMI 」 び表示窓に表示されます。 

2 ©または"►を押してメニュー 
を表示ずる。 


3 */* を繰り返し押して、 

「 P . SAVE 」 を選び、®または 
"►を押す。 


4 */* を繰り返し押して、設定 
を選び、©または"►を押す。 

• SAVE ON :スタンバイ時の電力消 
費量を低減します。テレビびオンの 
とさに HDMI 信号び伝送します。 

• SAVE OFF :電力消費量はイ氏減しま 
せん。 HDMI 信号の伝送は継続しま 
す。 
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その他の操作をする 


AAC (2 ヶ国語放 
送）を楽しむ 

(DUAL MONO ) 

AAC とは、目 S デジタル放送や地上デジタル 
放送で採用されている音声ち式です。 

AAC では 5.1 ch のサラウンド放送や2ヶ国 
語放送にも対応しています。 

BS デジタル放送などの AAC 音声を聞くに 
は、テレビなどデジタルチューナー搭載機器 
側でち「光デジタル音声出力設定」などで設 
定を行う必要びあります。デジタルチュー 
ナー搭載機器び、デジタル出力端テから 
AAC 音声信号を出力するように設定してく 
ださい。詳しくは、デジタルチューナー搭載 
機器の取扱説明書をご確認ください。 

上の準備び整った上で、次の操作を行って 
<ださい。 

1 アンプメニューボタンを押 
す。 

rSETHDMIJ び表示窓に表示されます。 

2 */* を繰り返し押して、 
「 CUSTOM 」 を選び、©また 
は"►を押す。 

3 */* を繰り返し押して、 
「 DUAL 」 を選び、©または* 
を押ず。 


4 */* を繰り返し押して、設定 
を選び、©を押す。 

• MAIN (主音声）：主音声のみを再生 
します。 

• SUB 福 I 」音声）：副音声のみを再生 
します。 

• MAIN/SUB (主/副）：左スピー 
力一から主音声、ちスピーカーから 
副音声を同時に再生します。 

5 アンプメニューボタンを押 
ず。 

アンプメニューを終了します。 


■ホ S き S 猫なか "9 ■か 
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本巧表巧の明るを 
を調節する 

( DIMMER ) 

表示窓の明るさを2段階で調節することびで 
さます。 

1 アンプメニューボタンを押 
ず。 

「SET HDMIJ び表示窓に表示されます。 

2 */* を繰り返し押して、 
「 CUSTOM 」 を選び、©また 
は*を押ず。 

3 */* を繰り返し押して、 
「 DIMMER 」 を選び、©また 
は"►を押ず。 

4 */* を繰り返し押して、表示 
窓の明るさを選び、©を押ず。 

• DIMMER 丫：表示窓の明るさび暗く 
なります。 

• DIMMER N :表示窓の明るさび明る 
<なります。 

5 アンプメニューボタンを押 
ず。 

アンプメニューを終了します。 


表示窓の設定を変 
をる 

( DISPLAY ) 

表示窓の設定を変更することびでさます。 

1 アンプメニューボタンを押 
ず。 

rSETHDMIJ び表示窓に表示されます。 

2 ♦/* を繰り返し押して、 
「 CUSTOM 」 を選び、©また 
は"►を押ず。 

3 夺 /* を繰り返し押して、 

「 DISPLAY 」 を選び、©また 
は"►を押ず。 

4 ♦/* を押して、表示窓の設定 
を選び、©を押ず。 

• DSPLON :常時、表示を点灯しま 
す。 

• DSPLOFF :本機を操作していると 
さのみ表示を点灯します。 

5 アンプメニューボタンを押 
す。 

アンプメニューを終了します。 
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ス IJ — プタイマー 
を 

( SLEEP ) 

音楽などを聞きなびらお休みになるとき、設 
定した時間に本機の電源を切ることびできま 
す。時間は10分間隔で設定することびでさ 
ます。 

1 アンプメニューボタンを押 
ず。 

rSETHDMIJ び表示窓に表示されます。 

2 */* を繰り返し押して、 
「CUSTOM」 を選び、©また 
は"►を押ず。 

3 ♦/* を繰り返し押して、 
「SLEEP」 を選び、©または 
"►を押す。 

4 ♦/* を繰り返し押して設定時 
間を選ぶ。 

設定時間は次のように切り替わります。 
SLP OFF 一 SLP 1 0 M 一 SLP 20 M 

SLP 90 M 一 SLP 80 M ..... SLP 30 M 

5 ©を押す。 

6 アンプメニューボタンを押 
す。 

アンプメニューを終了します。 


音青の入力を切0 
換える 

(IN MODE ) 

本機の HDMI IN 端テと光デジタル入力端テ 
に衛星放送チューナーやケーブルテレビをつ 
ないでいる場合、 SAT 入力び選ばれたとさ 
の音声入カモードを切り換えることびでさま 
す。 

1 アンプメニューボタンを押 
ず。 

「SET HDMIJ び表示窓に表示されます。 

2 */* を繰り返し押して、 
「CUSTOM」 を選ぶ。 

3 ©または"►を押して、メ 

ニューを表示ずる。 

4 */* を繰り返し押して、 riN 
MODE」 を選ぶ。 

5 ©または"►を押して、設定項 
目のパラメーターを表示ず 
る。 

6 */* を繰り返し押して、音声 
入カモードを選ぶ。 

7 アンプメニューボタンを押 
ず。 

アンプメニューを終了します。 


■ホさを S 肅なか "9 ■か 
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音声入カモード 

■ AUTO 

HDMI 端テと光デジタル端テの両方につない 
でいる場合、 HDMI 端テへの音声入力び優先 
されます。 

■ OPT 

DIGITAL SAT OPT IN 端テへのデジタル音 
声入力び常に選ばれます。 


58 





お巧いの機器をリ 
モコンに登録する 


お使いの機器に合わせて、入カボタンの設定 
を変更することびでさます。 

例：ブルーレイディスクプレーヤーを DVD 
端テにつないだとさ、 DVD ボタンでブルー 
レイディスクプレーヤーを操作でさるように 
設定します。 

IJ モコンの TV (白）ボタンは、テレビじ(外 
の機器に設定でさません。 

ご注意 

• 目 D 、 DVD、SAT の各入カボタンに割り当てるこ 
とびでさます。 

• 本機び VIDE 01、 VIDE 02 または SA - CD/CD 
モードのとさは選択した機器の操作はでさませ 
ん。 


2次の表を参照して、設定した 
い機器のボタンを押す。 


例：数字ボタンの3を押す。 

DVD ボタンでブルーレイディスクプ 
レーヤーを操作でさるようになります。 


お使いの機器を目 D 、 DVD 、 SAT ボタ 
ンに対応させるには 

せお旦口 

磯お 

数字ボタン 

DVD プレーヤー 

( U モコンモード： DVD 1) 

1 

DVD レコーダー 

( U モコンモード： DVD 3) *1 

2 

ブルーレイディスクプレーヤー 
( U モコンモード：巨 D 1) 

3 

ブルーレイディスクレコーダー 
( U モコンモード：目 D 3) が 

4 

衛星放送 （ CS デジタル） 
チューナー 

7 


DMPORT - 


数字ボタン- 


TV TV 電源雷ご口 

入力切巧 DMPORT AV 電源 

〇み〇1^ 

SYSTEM STANDBY 

VIDEO1 VIDEO 2 




I SAT 「 TV SA-CD/CD TUNER 


卜わメニュ-メニュ -■ HDD DISC 

a a CD a 

アナ□グ-化上-デジタル BS CS 

シアタ_ 


•r 1 v( 2つ .… 

•の'の•の 
•の•の • 苗 



-電源 

入力 

ボタン 

-TV (白） 


-曰里— 


*1 お買い上げ時は、 DVD ボタンに登録されています。 
ソニー製 DVD レコーダーは DVD 1 または DVD 3 
で操作でさます。詳しくは、 DVD レコーダーの 
取扱説明書をご覽ください。 

がお買い上げ時は、 BD ボタンに登録されています。 

目 D 1 および目 D 3 について詳しくは、ブルーレイ 
ディスクプレーヤーまたはブルーレイディスク 
レコーダーの取扱説明書をご覧ください。 

リモコンに登録した設定を消すときは 

U モコンの音量ーボタン、電源ボタンと 


DMPORT ボタンを同時に押す。 

IJ モコンの設定びお買い上げ時の状態に戻り 


ます。 


1設定したい入力の入カボタン 


を押し続ける。 

例： DVD ボタンを押し続ける。 
































その他 


用語集 

■ サンプリング周波数 

音声などをアナ□グデータからデジタルデー 
夕へ変換するとさ、数字に置さ換える必要び 
あります。この作業をヴンプ U ングと呼び、 

1秒間に記録する回数をヴンプ IJ ング周波数 
といいます。音楽 CD の場合、1秒間に 
44,100回記録しており、ヴンプ U ング周波 
数を 44.1 kHz と表します。一般的には、ヴ 
ンプ IJ ング周波数び高いほど、記録された音 
声は高音質になります。 

■ ドルビーサラウンド（プ □□ ジック） 

ドルビーラボラト IJ ーズ社び開発した、音声 
処理技術です。ステレオ 2 ch の中にセン 
ター、サラウンドの音び合成されています。 
再生時に デコーダーで フ□ント ( L / R ) とと 
ちに 4 ch サラウンドで出力します。 DVD ビ 
デオ では 最も一般的な音声処理ち法です。 

■ ドルビーデジタル 

ドルビーラボラト U —ズ社の開発した音声の 
デジタル圧縮技術。 5.1 チャンネル•ヴラウ 
ンドに対応している。サラウンドチャンネル 
はステレオになり、サブウーファーチャンネ 
ルは独立して出力される。ドルビーデジタル 
シネマ音声ち式のよラな高水準のデジタル音 
声を 5.1 チャンネルで楽しむことびでさる。 

全チャンネルび完全に分離した状態で記録さ 
れるのでチャンネル間セパレーシヨンび良 
く、すべてデジタルで受け渡しされるので劣 
化しにくいという特長びある。 

■ ドルビープ □□ ジック II 

ドルビープ □ □ジック11は2チャンネルソー 
スを5チャンネルで全帯域再生する。それを 
行ラのび、ソースにない音や音の色付けを加 
えることなく、才 IJ ジナル録音の空間的特質 


を弓 I さ出す先進的で高音質のマト IJ ックスヴ 
ラウンド デコーダである。 

■ AAC 

目 S デジタル放送で標準に定められたデジタ 
ル音声ち式。「アドバンスド-オーディオ • 
コーディング (Advanced Audio 
Coding )」 の略で、高い圧縮率で音楽 CD 並 
みの音質を実現する。 

■ Digital Cinema Sound (DCS) 

映画館での迫力あるヴウンドをご家庭で楽し 
むために、ソニーびソニー-ピクチャーズ • 
エンタテインメントとの協力により独自に開 
発した劇場音響再現技術です 。 DSP (デジ 
タルシグナルプ□セッヴー）と計測データを 
統合して開発されたこの「デジタルシネマヴ 
ウンド」で、ご家庭でち映画製作者び意図し 
た理想的な音場を体感でさます。 

■ DTS 

DTS 社の開発した音声のデジタル圧縮技術。 
5.1 チャンネル-サラウンドに対応している。 
サラウンドチャンネルはステレオになり、ヴ 
ブウーフ アーチ ャンネルは独立して出力され 
る。高水準のデジタル音声を 5.1 チャンネル 
で楽しむことびでさる。全チャンネルび完全 
に分離した状態で記録されるのでチャンネル 
間セパレーシヨンび良く、すべてデジタルで 
受け渡しされるので劣化しにくいという特長 
びある。 

■ HDMI (High-Definition 
Multimedia Interface) 

パソコン用ディスプレイなどで使用されてい 
る DVI (Digital Visual Interface ) 規格を 
拡張した次世代テレビ向けのデジタルイン 
ターフェース規格。映像と音声を1つのケー 
ブルで、信号びデジタルのまま、劣化するこ 
とな<伝送でさる。デジタル画像信号の暗号 
化記述を使用した著作権保護技術である 
HDCP にも対応している。 
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■ L.F.E. (Low Frequency Effect) 

ドルビーデジタルや DTS などで、サブウー 
ファーから出力される低域効果音のことで 
す。 

帯域内び 20 Hz 〜1 20 Hz の重低音を補助的に 
出力することで、音響に迫力び加わります。 

■ PCM 

アナ□グ音声をデジタル音声に変換するち 
式 。 Pulse Code Modulation (パルス- 
コード •モジ ユレーシヨン） の略で、手軽に 
デジタル音声を楽しむことびでさる。 

■ S-Master 

ソニーび 独自に開発したデジタルアンプ技 
術。従来のアナ□グアンプに比べ、原理的に 
ゼ□ク□ス歪みび発生しない点をはじめ、高 
効率で発熱び少ないため、小型化び容易であ 
るなど、数々の特長を備えている。 

■ TSP (Time Stretched Pulse ) 信 

TSP 信号は、短い時間の中に低域からに域ま 
での広い帯域にわたって、高密度にエネル 
ギーび詰められた測定信号です。 

一般的な室内環境で測定精度を確保するため 
には、測定信号のエネルギー量び重要であ 
り、 TSP を使うことで、効果的に測定を行う 
ことびでさます。 

■ x.v.Color 

" x . v . Color " とは、 xvYCC 規格に対応し、 
従来け^上の広色域表現び可能な機器に付す名 
称としてソニーび提案している商標で、 
xvYCC 規格とは、ビデオ映像信号の色空間 
の国際規格のひとつ。現行の放送などで使わ 
れている規格より広い色彩び表現でさる。 
今までは表現でさなかった鮮やかな巧の色 
や、南国の海の美しい青緑色などを、より忠 
実に表現することび可能になる。 


が障かな？と思つ 
たら 

本機の調テびおかしいとき、修理に出す前に 
ちラー度点検してください。それでち正常に 
動作しないとさは、お買い上げ店または ソ 
ニーヴー ビス窓 □、ソニーの 相談窓 □ (裏表 
紙）にお問い合わせください。 


音声 

どの音源を選んでも音が出ない、ほとんど聞 

こえない 

4スピーカーおよび各機器び正しく接続され 
ているか確認する。 

4本機と選んだ機器の電源び入っているか確 
認する。 

4 MASTER VOLUME び 「VOL MIN 」 に 
設定されていないか確認する。 

4 U モコンの消音を押して、消音機能を解除 
する。 

4入力切り換え用のボタン（または本体の 
INPUT SELECTOR ) で正しい入力び選 
ばれているか確認する。 

4保護回路び働いている。本機の電源を切 
り、スピーカーの接続にショートびないか 
確認して、ちう1度電源を入れる。 

選んだ機器か5音び出ない 

4選んだ機器の音声入力端テに正し<接続さ 
れているか確認する。 

4接続コードび本機や選んだ機器に正し<接 
続されているか確認する。 

片方のフ□ントスピーカーか5音び出ない 

4アナ□グ機器を接続しているときは、 L/R 
の片方の端テのみに接続していないか確認 
する。音声コード（別売）を使って L / R 両 
ちの端テに接続してください。 


次のページへつづく 
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デジタル入力の音び出ない（光入力端子） 

4 IN MODE び SAT 入力の 「 AUTO 」 に設定 
されているか確認する （57 ページ)。 


八ム音またはノイズびひどい 

4スピーカーおよび各機器び正しく接続され 
ているか確認する。 

4接続コードびトランスやモーターから離れ 
ているか、テレビや董光灯からは少なくと 
も 3 m 離れているか確認する。 

4オーディオ機器をテレビから離して設置す 
る。 

4プラグや端テび巧れている。 アルコールで 
少し湿した巧でおさ取る。 


センター/サラウンド スピーカーの 音び出な 
い、ほとんど聞こえない 

4 MOVIE - D . C . S .- モードを選ぶ （44 ペー 
ジ)。 

スピーカーのレベルを調節する （31 ぺ一 
ジ)。 

4スピーカーび正しく接続されているか確認 
する。 


サブウーファーの音び出ない 

ヴブウーファーび正しぐ接続されているか 
確認する。 


サラウンド効果び得5れない 

4ヴウンドフィールドび働いているか確認す 
る（サウンドフィールドを押す）。 

4ヴンプ U ング周波数び 48 kHz より高い信 
号を受信しているとさは、サウンドフイー 
ルドは機能しません。 


ドルビーデジタルや DTS のマルチチャンネ 
ルの音声が再生されない 

4再生中の DVD などび、ドルビーデジタル 
や DTS で録音されているか確認する。 

4 DVD プレーヤーなどを本機のデジタル入 
力端テに接続しているときは、接続した機 
器の音声の出力設定を確認する。 


デジタルメディアポートアダプターに接続し 

た機器の音声び再生されない。 

4本機の音量を調節する。 

4デジタルメディア ポートアダプター や機器 
との接続び正し < ないことび考えられま 
す。本機の電源を切ってデジタルメディア 
ポートアダプター や機器との接続をしてく 
ださい。 

4デジタルメディア ポー トアダプターや接続 
している機器び本機に対応しているか確認 
して < ださい。 


映像 

テレビ画面に映像び出ない、または明瞭でな 
い 

4接続した機器の映像出力びテレビに接続さ 
れているか確認する。 

4オーディオ機器をテレビから離す。 

デジタルメディア ポー トアダプターによつ 
ては、映像び出力されないことびありま 
す。 


HDMI 

音声の出力方法をテレビのスピーカーか5本 
機のスピーカーに変更したときに、音量び下 
びる 

4音量制限機能び働いています。詳しくは 
「音量制限機能を使う」 （52 ページ）をご 
覧ください。 


HDMI に入力しているソースの音び本機に接 
続したテレビか 5 出ない 

4 SET HDMI メニューの CONTROL FOR 
HDMI の設定を確認する （40 ページ)。 

4 HDMI 接続を確認するに2ページ)。 

4 HDMI 接続では、スーパーオーディオ CD 
は聞けません。 

4再生機器によっては、機器側で設定び必要 
な場合びあります。各接続機器の取扱説明 
書ちご覧ください。 
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HDMI に入力しているソースの映像が本機に 
接続したテレビか5出ない 

HDMI 接続を確認するに2ページ)。 

4再生機器によっては、機器側で設定び必要 
な場合びあります。各接続機器の取扱説明 
書ちご覧ください。 


HDMI 機器制御機能び働かない 

HDMI 接続を確認するに2ページ)。 

SET HDMI メニューの 「CONTROL 
FOR HDMI 」 の設定び 「CTRL ON 」 に 
なっているか確認する。 

4つないだ機器び HDMI 機器制御機能に対応 
していることを確認する。 

4つないだ機器の HDMI 機器制御の設定を確 
認する。お使いの機器の取扱説明書をご覧 
<ださい。 

HDMI 接続を変更したとさや、本機の電源 
コードを抜さ差ししたとさ、また、停電び 
あったとさは、「ブラビア IJ ンクの準備を 
する」 （49 ページ）の手順を再度行ってく 
ださい。 


システムオーディオコント□—ル機能を使つ 
ているときに、本機とテレビの両方か5音び 
出ない 

お使いのテレビびシステムオーディオコン 
卜□ール機能に対応しているか確認してく 
ださい。 

4本機に接続した機器の音声び聞こえないと 
さは 

一本機に HDMI 接続をした機器の正しい 
入力を選んでください。 

ーテレビ番組を見ているとさはチヤンネ 
ルを変えてみてください。 

ーテレビに接続した機器の正しい入力を 
選んでください。詳しくはテレビの取 
扱説明書をご覽ください。 


本機が電源スタンバイのとき、テレビに映像 
と音声び出ない 

本機び電源スタンバイのときに、テレビへ 
出力される映像と音声は、本機の電源を切 
る前に最後に選ばれていた HDMI 入力の信 
号です。視聴したい機器び、最後に選ばれ 
ていた HDMI 入力と異なる場合は、機器の 
再生を開始して、ワンタッチプレイを実行 
するか、本機の電源を入れて HDMI 入力を 
選び直してください。 

4「ブラビア IJ ンク」に対応していない機器 
を接続している場合は 、 SET HDMI メ 
ニューの [ P . SAVE ] び [SAVE OFF ] に設 
定されているか確認する （40 ページ)。 


ラジオ 


FM 放送の受信状態び悪い 

バ50同軸ケ-ブル側売）を使って、下 

図のように本機と屋外アンテナをつなぐ。 ^ 

本機と屋外アンテナをつなぐ場合は、避雷 3 

のため、アース線を使って接地してくださ を 

し、ガス爆発を防ぐため、アース線をガス 
管に接続しないで < ださい。 


屋外アンテナ 



放送局び受信できない。 

アンテナび正しくつなびれているか確認す 
る。アンテナの向さを調節したり、屋外ア 
ンテナを使ったりする。 

4放送局からの信号の強さび弱い（自動受信 
をしている場合)。モノラル音声で受信す 
る （46 ぺージ)。 

プリセットしている場合、何も登録してい 
ない、または登録した放送局を消してし 
まった。その場合は登録する （46 ペー 
ジ)。 


次のページへつづ< 
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u モコン 

リモコンで操作でをない 

4 D に PLA 丫ボタンは、 TUNER び選ばれて 
いるとさのみ、本機の操作に使ラことびで 
さます。 

本体の IJ モコン受光部に向けて操作する。 
4 U モコンと本体の間にある障害物を取り除 
く。 

IJ モコンの乾電池を交換する。 

4 IJ モコンで正しい入力を選んだか確認す 
る。 

その他 

アクティブスタンバイ （ACTIVE 
STANDBY ) ランプび点滅する 

本機びプ□テクトモードになっています。 
本機の電源を切り、再度電源を入れてくだ 
さい。 

エラーメッセージ 

自動音場補正の測定中にエラーメッセージび 
表示された場合は、「エラーび出たとさは」 

に9ページ）をご覧のうえ、表示に合った巧 
応をしてください。 

その他の症がが出たとまは 

本機を初期設定状態にしてくださいに5 
ページ)。すべての設定びお買い上げ時の状 
態に戻りますので、再設定び必要になりま 
す。 

それでち正常に動作しないとをは 

お買い上げ店または ソニー サービス窓□にお 
問い合わせください。修理の際に部品を交換 
した場合、交換した部品は回収させていただ 
さます。 


巧証書とアフター 
ヴービス 

保証書 

• この製品には保証書び添付されていますの 
で、お買い上げの際お買い上げ店でお受け取 
りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめの 
うえ、大切に保をしてください。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調子び悪いときはまずチェックを 

この説明書の「故障かな？と思ったら」の項 
を参考にして、故障かどうかを点検してくだ 
さい。 

それでも具合の悪いときはサービスへ 

お買い上げ店、または添付の「ソニーご相談 
窓□のご案内」にある近くのソニーサービス 
窓□にご相談ください。 

部品の交換について 

この製品は、修理の際に交換した部品を再 
生、再利用する場合びあります。その際、交 
換した部品は回収させていたださます。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていた 
ださます。詳しくは保証書をご覧ください。 

保証期間の経過後の修理は 

修理によって機能び維持でさる場合は、ご要 
望により有料修理させていたださます。 


本機の設定を U セツトするための 
参照ページ 


U セツトするちの 

参照ぺージ 

すべての設定 

25ページ 
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部品の保有期間について 

当社では、ホームシアターシステムの補修用 
性能部品（製品の機能を維持するために必要 
な部品）を、製造打ち切り後8年間保有して 
います。この部品保有期間を修理可能期間と 
させていたださます。保有期間を経過した後 
ち、故障箇所によっては修理可能の場合びあ 
りますのでお買い上げ店か、サービス窓□に 
ご相談 < ださい。 

ご相談になるとさは、次のことをお知らせ< 
ださい。 

• 型名： HT - SF 36 日 
• 故障の状態：でさるだけ詳しく 
• つないでいるテレビやその他の機器のメー 
カー名と型番： 

• 購入年月曰： 

• お買い上げ店： 


主な仕様 

アンプ部 

定格出力 

ステレオモード 108 W + 108 W 
(3 0、 JEITA **) 

実用最大出力* 

サラウンドモード RMS 出力 

(3 0、 JEITA **) 

フ□ント部：143 W (1 チャン 
ネルあたり） 

センター部:143 W 
サラウンド部：143 W (1 チャ 
ンネルあたり） 

(1.5 0、 JEITA **) 

サブウーファー部： 265 W 

* JEITA (電子情報技術産業協会）の規格による 
測定値です。 

** JEITA (電子情報技術産業協会） 

ヴ ウン ド フィール ド やソースによっては 出力し 
ない場合びあります。 

入力 

アナ□グ 感度： 1 V / 日 OkO 

デジタル（同軸）インピーダンス： 75 0 
卜ーン 

増幅率 ±10 d 目 （0 .日 d 目単位） 

周波数特性 28〜20,000 Hz 

FM チューナー部 

受信周波数 76.0 — 90.0 MHz 

アンテナ FM ワイヤーアンテナ 

アンテナ端子 7日0、不平衡型 

中間周波数 10.7 MHz 

AM チューナー部 

受信周波数 己31 - 1,602 kHz (9 kHz 間 

隔） 

アンテナ ループアンテナ 

中間周波数 450 kHz 

電源、その化 

電源 AC 100 V 、 50/60 Hz 

電源出力（デジタルメディアポート） 

DC OUT : 5 V 、700 mA (最 
大） 

消費電力 150 W 

消費電力（スタンバイ時） 

0.3 W ( HDMI 機器制御機能び 
オフ（切）のとさ） 
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最大外形寸法 約430 X 66.日 X 333 mm (幅 

/高さ/奥行さ、最大突起部を含 
む） 

質量 約 3. 4 kg 

スピーカー 

•フ□ントスピーカー ( SS - MSP 36 F ) 
•サラウンド スピーカー （ SS - SRP 36 F ) 
•センター スピーカー （ SS - CNP 36) 

フ□ント部、サラウンド部 

フルレンジ 

センター部 フルレンジ、防磁型 

使用ユニット 

フ□ント部、サラウンド部 

65 mm コーン型 

センター部 30 X 60 mm コーン型 

エンク□ージャー型 
フ□ント部、サラウンド部 

バスレフ型 

センター部 アコースティックヴスペンシヨ 

ン型 

定格インピーダンス 

3 0 

最大外形寸法 

フ□ント部 約 113 X 830 X 83 mm (幅/ 

高さ/奥行き）（スタンド含ま 
ず） 

約31己 X 1,01 己一1,34己（最 
大） X 315 mm (幅/高さ/奥 
行き）（スタンド含む） 

サラウンド部 約108 X 日 40 X 78 mm (スタ 

ンド含まず） 

約 290 X 1,045- 1,23己 X 
290 mm (スタンド含む） 

センター部 約38 0 X 己 0 X 64 mm (パッド 

含む） 

質量 

フ□ント部 約 1.6 kg (スタンド含まず） 

約 3.3 kg (スタンド含む） 
サラウンド部 約 1.1 kg (スタンド含まず） 

約 2.6 kg (スタンド含む） 
センター部 約0.38 kci 


•サブウーファー （ SS - WP 36) 

使用ユニット 160 mm コーン型 

エンク□ージャー型 

バスレフ型 

定格インピーダンス 

1.5 Q 

最大外形寸法 約220 X 395 X 325 mm (幅/ 

高さ/奥行さ）（パッド含む） 
質量 約 5.6 kg 

同捆 スピーカー 

• フ□ントスピーカー （2) 

• センタースピーカー （1) 

• サラウンドスピーカー （2) 

• ヴブウーファー （1) 

同お物 

• 取扱説明書（本説明書） 

•接続•設定ガイド （1) 

• スピーカー スタンド設置ガイド （1) 

• 保証書 （1) 

• ソニーご相談窓口のご案内 （1) 

•製品カスタマー登録のお願い （1) 

• FM ワイヤーアンテナ （1) 

• AM ループアンテナ （1) 

• IJ モコン （ RM - AAU 068)(1) 

• 単3形乾電池 （2) 

•測定用マイク ( ECM - AC 2)(1) 

•スピーカーコード （5) 

• スピーカーパッド 
センタースピーカー用 （4) 

サブウーファー用 （4) 

• ネジ（ル） （12) 

• ネジ（大 ）（8) 

• ポールカバー （4) 


本機は rj に C 61000 -3-2 適合品」です。 
仕様および外観は、改良のため、予告な<変 
要することびありますび、ご了承ください。 
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索引 


あ行 

明るさの調整56 
アンテナ 

接続する25 
衛星放送チューナー 
楽しむ34 

衛星放送チューナー/ケーブ 
ルテレビ 
接続する24 
エラーメッセージ64 
選ぶ 

再生機器33 

オートジャンルセレクター 
52 

お手入れ6 
音量制限機能52 

を行 

サウンドフィールド52 
システムオーディオコント 
□ —ル51 

自動音場補正機能26 
消音機能33 
省電大 I 54 
初期設定状態25 
スーパーオーディオ CD プ 
レーヤー 
接続する21 
再生する35 
スピーカー 

接続する19 
設置する17 
ス IJ ープタイマー57 


た行 

テレビ 

接続する24 
楽しむ34 
電源オフ連動53 
ドルビーデジタル60 


な行 

入力の切り換え57 


は行 

ビデオデッキ 
再生する35 
JS 続する24 
表术窓の設定56 
ブラビア U ンク48 
ブルーレイディスクプレー 
ヤー 

再生する35 
接続する22 

ま行 

メニュー 

A.CAL メニュー 40 
CUSTOM メニュ ー 43 
SETHDMI メニュ ー 40 


S 行 

ラジオ 

自動で受信する45 
放送局を登録する46 
U モコン13 


わ行 

ワンタッチプレイ51 


A-Z 、 0-9 

CD プレーヤー 
再生する35 
接続する21 
DIMMER 56 
D に PLAY 56 
DTS 60 
DVD プレーヤー 
再生する35 
接続する24 
DVD レコーダー 
接続する24 
FM MODE 46 
HDMI 

接続する22 
SND.FIELD 52 
TEST TONE 31 
2ケ国語放送55 
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よくあるお問い合わ任窓口受付時間などは 
ホームページをご活用ください。 


http://www.sony.co.jp/support 
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